
秋の酒田を駆け抜ける
10月18日、酒田市合併10周年記念 酒田つや姫マラソン−第4回酒田シティハーフマラソン
大会−が行われ、全国から約1,868人のランナーが参加しました。
当日は天気にも恵まれ、ランナーは沿道の観客やボランティアスタッフから温かい声援を受
けながら市街地を駆け抜けました。

 2 特集 酒田市合併10周年 
 10 平成27年度の各表彰が決まりました
 14 市営住宅・公共賃貸住宅入居者募集
 15 余目酒田道路が開通します
 21 私たちを励ます吉野弘のことば

今年、酒田市は合併から10周年を迎えます。
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酒田市合併10周年
　10年前の平成17年11月1日、酒田・八幡・松山・平田の一市三町が合併し、新酒田市が誕生しました。長いようで短い10年、
それぞれの地域が持つ力を集め、魅力的な地域づくりを目指した取り組みが行われてきました。
　これまでを振り返り、これからを見つめて。酒田市は、市民の皆さんとともに、一歩一歩着実に歩んでいきます。

●お問い合わせ／市政策推進課政策推進係 ☎26‐5704



特集 酒田市合併10周年

　

平
成
17
年
11
月
１
日
、
酒
田
市
、
八

幡
町
、
松
山
町
、
平
田
町
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
資
源
と
魅
力
を
融
合
し
、
新
た
な

船
出
を
し
ま
し
た
。

　

合
併
当
初
は
、
各
総
合
支
所
の
日
を

定
め
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
事
業
を

推
進
し
、
着
実
に
一
体
化
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
そ
の
後
、
旧
町
の
行
政
機
能
、

経
済
機
能
の
中
心
と
な
っ
て
い
た
旧
町

役
場
は
、
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
構
想
の
も

と
地
域
の
拠
点
と
し
て
の
整
備
を
進
め

ま
し
た
。
八
幡
地
域
は
さ
ま
ざ
ま
な
機

能
が
一
体
と
な
っ
た
新
た
な
拠
点
を
整

備
、
松
山
地
域
は
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
の
隣
に
総
合
支
所
を
整
備
、
平
田

地
域
は
総
合
支
所
庁
舎
に
消
防
機
能
を

整
備
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
に
ぎ
わ
い

の
創
出
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
し
て
新
市
は
一
体
化
か
ら
発
展
へ

と
、
次
の
ス
テ
ー
ジ
に
進
み
ま
し
た
。

　

義
務
教
育
施
設
の
施
設
整
備
と
学
校

の
統
廃
合
は
、
旧
市
町
の
枠
を
超
え
た

統
合
へ
と
広
が
り
ま
し
た
。
高
等
学
校

は
、
東
北
最
大
規
模
の
県
立
酒
田
光
陵

高
等
学
校
が
誕
生
し
ま
し
た
。
ま
た
県

立
日
本
海
総
合
病
院
と
市
立
酒
田
病
院

が
全
国
で
初
め
て
独
立
行
政
法
人
と
し

て
再
編
統
合
し
、
全
国
に
誇
れ
る
地
域

医
療
体
制
が
整
い
ま
し
た
。

　

合
併
に
よ
り
都
市
基
盤
が
強
化
さ
れ

た
こ
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
波
及
効

果
を
生
ん
で
い
ま
す
。

　

酒
田
港
は
、
重
点
港
湾
と
日
本
海
拠

点
港
に
選
定
さ
れ
、
２
基
目
の
コ
ン
テ

ナ
ク
レ
ー
ン
も
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
国

際
コ
ン
テ
ナ
取
扱
数
が
過
去
最
高
を
記

録
す
る
と
と
も
に
、
定
期
コ
ン
テ
ナ
航

路
は
週
６
便
へ
と
拡
大
さ
れ
、
今
後
、

さ
ら
な
る
飛
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
地
域
企
業
に
よ
る
大
型
設
備

投
資
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
企
業
誘

致
に
成
功
し
、
新
た
に
５
０
０
人
規
模

の
雇
用
を
創
出
し
ま
し
た
。
長
い
間
低

迷
を
続
け
て
き
た
本
市
の
有
効
求
人
倍

率
は
、
山
形
県
全
体
を
牽
引
す
る
ま
で

に
改
善
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
さ
ら
な
る
発
展
に
つ
な
げ
る
た

め
に
は
、
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
が

重
要
で
す
。
山
形
新
幹
線
庄
内
延
伸
、

日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
、
新
庄
酒

田
地
域
高
規
格
道
路
、
酒
田
港
の
整
備

促
進
を
積
極
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

本
市
は
、
新
た
な
10
年
、
そ
し
て
１

０
０
年
へ
、
人
財
と
風
土
が
支
え
る
産

業
・
交
流
都
市
と
し
て
の
大
き
な
飛
躍

に
向
け
て
力
強
く
歩
み
出
し
ま
す
。
皆

さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。酒

田
市
長　

丸
　
山
　
　
至
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平
成
17
年

2
月
19
日

八
幡
町
・
松
山
町
・
平
田
町
・
酒
田
市
で
合
併

協
定
締
結
…
①

11
月
1
日

新
酒
田
市
誕
生
…
②

11
月
13
日

新
酒
田
市
初
代
市
長
に
阿
部
寿
一
氏
が
就
任

平
成
18
年

1
月
8
日

合
併
後
初
の
成
人
式
…
③

1
月
17
日

合
併
記
念
式
典

3
月
11
日

公
益
研
修
セ
ン
タ
ー
完
成

4
月

新
南
平
田
小
学
校
開
校（
東
陽
小
学
校
、南
平

田
小
学
校
が
統
合
）
…
④

5
月
20
日

市
民
憲
章
、市
の
木
・
市
の
花
・
市
の
鳥
を
告

示
・
制
定
…
⑤

平
成
19
年

1
月
29
日

井
村（
旧
姓 

池
田
）久
美
子
さ
ん
に
市
民
栄

誉
賞
贈
呈
…
⑥

3
月
31
日

市
道
上
安
町
富
士
見
町
線
開
通
式

9
月
18
日

酒
田
市
総
合
計
画（
平
成
20
年
〜
平
成
29
年

の
10
年
間
）が
議
決

10
年
を
振
り
返
る

酒田市の
②

④

③

⑥

①

⑤

わたくしたちは　鳥海山に見守られ
豊かな恵みをもたらす最上川と日本海

そして庄内平野に育まれた酒田の市民です 
  

わたくしたちは　大きな夢と希望を抱きつつ

１　自然と歴史　文化を尊び　美しいまちをつくります　

１　心と体をきたえ　元気なまちをつくります

１　ふれあいと思いやりを大切にし　ぬくもりのあるまちを

　　つくります

１　学ぶこと　働くことをよろこびとし　豊かなまちをつくります

１　平和と交流の輪を広げ　世界に開かれたまちをつくります

酒田市市民憲章
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特集 酒田市合併10周年

平
成
20
年

3
月
25
日

平
和
都
市
宣
言
・
交
通
安
全
都
市
宣
言
・
暴
力

追
放
都
市
宣
言
制
定

4
月
1
日

地
方
独
立
行
政
法
人
山
形
県
・
酒
田
市
病
院

機
構
発
足
…
⑦

4
月
1
日

酒
田
ふ
れ
あ
い
商
工
会
開
所
…
⑧

4
月
20
日

山
王
く
ら
ぶ
オ
ー
プ
ン
…
⑨

5
月
18
日

出
羽
大
橋
新
橋
開
通
…
⑩

5
月
19
日

立
て
山
鉾
１
０
６
年
ぶ
り
復
活
…
⑪

6
月
1
日

公
益
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
開
設

8
月
19
日

井
村（
旧
姓 

池
田
）久
美
子
さ
ん
北
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
出
場

12
月
22
日

新
松
山
総
合
支
所
開
所
…
⑫

平
成
21
年

2
月
23
日

映
画「
お
く
り
び
と
」が
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
受
賞

4
月
1
日

公
民
館
活
動
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
会
へ
一

元
化

4
月

新
八
幡
小
学
校
開
校（
八
幡
小
学
校
、大
沢
小

学
校
、日
向
小
学
校
が
統
合
）
…
⑬

4
月

飛
島
小
学
校
が
９
年
ぶ
り
再
開
…
⑭

4
月
9
日

消
防
本
部
機
能
が
平
田
総
合
支
所
内
に
移
転
、

開
所
式

5
月
19
日

立
て
山
鉾
１
０
７
年
ぶ
り
に
巡
行

5
月
20
日

酒
田
ま
つ
り（
山
王
祭
）創
始
４
０
０
年
…
⑮

11
月
8
日

酒
田
市
長
に
阿
部
寿
一
氏
再
選

⑮

⑪

⑧⑩

⑦

⑬

⑨

⑭

⑫

▼

明
治
30
年
頃
の
立
て
山
鉾
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平
成
24
年

4
月

県
立
酒
田
光
陵
高
等
学
校
開
校（
市
立
酒
田

中
央
高
等
学
校
ほ
か
３
校
が
統
合
）

4
月

新
第
二
中
学
校
開
校（
第
二
中
学
校
、平
田
中

学
校
が
統
合
）
…
㉗

4
月
11
日

酒
田
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
第
1
号
・
松
本

さ
ん
へ
委
嘱
状
交
付

4
月
12
日

宮
城
県
石
巻
市
・
大
崎
市
、新
庄
市
と
災
害
援

助
協
定
締
結

4
月
14
日

光
ヶ
丘
陸
上
競
技
場
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
…
㉘

7
月
1
日

酒
田
市
空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す
る
条

例
施
行

10
月
29
日

酒
田
市
長
に
本
間
正
巳
氏
が
就
任

11
月
4
日

第
1
回
酒
田
シ
テ
ィ
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会

開
催
…
㉙

平
成
25
年

出
羽
国
建
国
１
３
０
０
年
記
念
年

2
月
15
日

酒
田
市
雇
用
創
造
協
議
会
設
立

3
月
22
日

消
防
署
八
幡
分
署
・
松
山
分
署
竣
工

4
月

平
田
小
学
校
開
校（
東
平
田
小
学
校
、中
平
田

小
学
校
、北
平
田
小
学
校
が
統
合
）
…
㉚

5
月
1
日

酒
田
医
療
セ
ン
タ
ー
が
新
た
に
オ
ー
プ
ン

5
月
4
日

庄
内
空
港
搭
乗
者
が
８
０
０
万
人
に（
平
成
19

年
６
０
０
万
人
、平
成
22
年
７
０
０
万
人
）…
㉛

5
月
15
日

日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
の
両
県
境
部
分

が
事
業
化
決
定

5
月
20
日

酒
田
ま
つ
り
に
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
登
場

6
月
13
日

宮
城
県
多
賀
城
市
と
災
害
協
定
締
結

7
月
20
日

松
山
人
工
ス
キ
ー
場
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
…
㉜

10
月
1
日

土
門
拳
記
念
館
開
館
30
周
年

10
月
14
日

日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道（
酒
田
み
な
と

〜
遊
佐
）起
工
式
…
㉝

11
月
26
日

誘
致
企
業
㈱
プ
レ
ス
テ
ー
ジ
・
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル「
山
形
Ｂ
Ｐ
Ｏ
ガ
ー
デ
ン
」竣
工

11
月
28
日

市
庁
舎
改
築
工
事
安
全
祈
願
祭
、改
築
工
事

開
始
…
㉞

11
月
28
日

酒
田
港
国
際
タ
ー
ミ
ナ
ル 

第
2
号
コ
ン
テ

ナ
ク
レ
ー
ン
竣
工
式

平
成
22
年

1
月
4
日

八
幡
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン
…
⑯

1
月
23
日

み
な
と
市
場
オ
ー
プ
ン
…
⑰

3
月
5
日

本
市
の
石
寺
健
一
氏
が
第
33
回
日
本
ア
カ
デ

ミ
ー
賞
最
優
秀
録
音
賞
を
受
賞（
映
画「
剱
岳 

点
の
記
」）

4
月

鳥
海
八
幡
中
学
校
開
校（
鳥
海
中
学
校
、八
幡

中
学
校
が
統
合
）
…
⑱

4
月

酒
田
市
立
酒
田
看
護
専
門
学
校
開
校
…
⑲

4
月
6
日

松
山
保
育
園
開
所
…
⑳

4
月
12
日

八
幡
地
域
に
ヨ
ー
グ
ル
ト
工
場
竣
工

7
月
10
日

ニ
ュ
ー
と
び
し
ま
さ
よ
な
ら
ク
ル
ー
ズ
…
㉑

7
月
17
日

定
期
船「
と
び
し
ま
」就
航

8
月
3
日

酒
田
港
が
重
点
港
湾
に
選
定
…
㉒

10
月
11
日

飛
島
地
区
女
性
消
防
団
発
足
１
０
０
周
年
記

念
式
典

平
成
23
年

3
月
11
日

東
日
本
大
震
災

3
月
26
日

主
要
地
方
道
酒
田
松
山
線
飛
鳥
バ
イ
パ
ス
開
通

4
月

東
北
公
益
文
科
大
学
創
立
10
周
年
…
㉓

4
月
1
日

日
本
海
総
合
病
院
に
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
開

設
、増
築
棟
オ
ー
プ
ン

4
月

新
第
一
中
学
校
開
校（
第
一
中
学
校
、第
五
中

学
校
が
統
合
）
…
㉔

4
月

飛
島
中
学
校
が
８
年
ぶ
り
に
再
開

4
月

酒
田
特
別
支
援
学
校
開
校

8
月
5
日

各
地
域
協
議
会
が
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
を
市
長
に

提
出
…
㉕

10
月
7
日

　

〜
9
日

第
35
回
山
形
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
開
催

…
㉖

11
月
11
日

酒
田
港
が
日
本
海
側
拠
点
港
に
選
定（
リ
サ

イ
ク
ル
貨
物
部
門
）

⑱⑳

⑲㉑

⑯

㉕

㉖

⑰

㉒ ㉓

㉔
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平
成
24
年

4
月

県
立
酒
田
光
陵
高
等
学
校
開
校（
市
立
酒
田

中
央
高
等
学
校
ほ
か
３
校
が
統
合
）

4
月

新
第
二
中
学
校
開
校（
第
二
中
学
校
、平
田
中

学
校
が
統
合
）
…
㉗

4
月
11
日

酒
田
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
第
1
号
・
松
本

さ
ん
へ
委
嘱
状
交
付

4
月
12
日

宮
城
県
石
巻
市
・
大
崎
市
、新
庄
市
と
災
害
援

助
協
定
締
結

4
月
14
日

光
ヶ
丘
陸
上
競
技
場
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
…
㉘

7
月
1
日

酒
田
市
空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す
る
条

例
施
行

10
月
29
日

酒
田
市
長
に
本
間
正
巳
氏
が
就
任

11
月
4
日

第
1
回
酒
田
シ
テ
ィ
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会

開
催
…
㉙

平
成
25
年

出
羽
国
建
国
１
３
０
０
年
記
念
年

2
月
15
日

酒
田
市
雇
用
創
造
協
議
会
設
立

3
月
22
日

消
防
署
八
幡
分
署
・
松
山
分
署
竣
工

4
月

平
田
小
学
校
開
校（
東
平
田
小
学
校
、中
平
田

小
学
校
、北
平
田
小
学
校
が
統
合
）
…
㉚

5
月
1
日

酒
田
医
療
セ
ン
タ
ー
が
新
た
に
オ
ー
プ
ン

5
月
4
日

庄
内
空
港
搭
乗
者
が
８
０
０
万
人
に（
平
成
19

年
６
０
０
万
人
、平
成
22
年
７
０
０
万
人
）…
㉛

5
月
15
日

日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
の
両
県
境
部
分

が
事
業
化
決
定

5
月
20
日

酒
田
ま
つ
り
に
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
登
場

6
月
13
日

宮
城
県
多
賀
城
市
と
災
害
協
定
締
結

7
月
20
日

松
山
人
工
ス
キ
ー
場
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
…
㉜

10
月
1
日

土
門
拳
記
念
館
開
館
30
周
年

10
月
14
日

日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道（
酒
田
み
な
と

〜
遊
佐
）起
工
式
…
㉝

11
月
26
日

誘
致
企
業
㈱
プ
レ
ス
テ
ー
ジ
・
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル「
山
形
Ｂ
Ｐ
Ｏ
ガ
ー
デ
ン
」竣
工

11
月
28
日

市
庁
舎
改
築
工
事
安
全
祈
願
祭
、改
築
工
事

開
始
…
㉞

11
月
28
日

酒
田
港
国
際
タ
ー
ミ
ナ
ル 

第
2
号
コ
ン
テ

ナ
ク
レ
ー
ン
竣
工
式

㉛

㉗

㉝

㉞ ㉜

㉚

㉙

㉘
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平
成
26
年

3
月
28
日

新
内
橋
新
橋
供
用
開
始

4
月

亀
ケ
崎
小
学
校
開
校（
亀
城
小
学
校
、港
南
小

学
校
が
統
合
）
…
㉟

4
月

東
部
中
学
校
開
校（
松
山
中
学
校
、飛
鳥
中
学

校
が
統
合
）
…
㊱

4
月
2
日

花
王
㈱
酒
田
工
場
紙
お
む
つ
新
工
場
竣
工
式

6
月
14
日

山
形
Ｄ
Ｃ
ス
タ
ー
ト（
陸
羽
西
線
１
０
０
年
）…
㊲

7
月
3
日

希
望
ホ
ー
ル
開
館
10
周
年

9
月
1
日

創
業
支
援
セ
ン
タ
ー
設
立

9
月
9
日

酒
田
夢
の
倶
楽
入
館
７
０
０
万
人
突
破
…
㊳

9
月
13
日

陸
羽
西
線
１
０
０
年
記
念
式
典

9
月
19
日

元
酒
田
市
長
・
故
相
馬
大
作
氏
が
特
別
名
誉

市
民
に（
平
成
26
年
8
月
21
日
永
眠
）

9
月
26
日

さ
か
た
婚
活
情
報
局R

リ
ン
グ

ing

開
設

12
月
26
日

本
市
・
三
川
町
・
庄
内
町
・
遊
佐
町
が
庄
内
北

部
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
を
締
結
…
㊴

平
成
27
年

1
月
21
日

松
山
城
址
館
オ
ー
プ
ン
…
㊵

2
月
20
日

あ
か
ち
ゃ
ん
獅
子
８
体
誕
生
、大
獅
子
フ
ァ

ミ
リ
ー
16
体
に
…
㊶

3
月
24
日

鳥
海
山
・
飛
島
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
推
進
協
議

会
設
立

4
月
18
日

光
ケ
丘
陸
上
競
技
場
に
屋
内
走
路
オ
ー
プ
ン
…
㊷

5
月
19
日

秋
田
市
と
交
流
提
携
書
締
結
…
㊸

6
月
20
日

国
際
定
期
コ
ン
テ
ナ
航
路
週
6
便
に（
平
成
26

年
3
便
、平
成
27
年
2
月
4
便
、同
5
月
5
便
）

7
月
8
日

酒
田
市
美
術
館
入
館
者
１
０
０
万
人
達
成
…
㊹

7
月
20
日

本
間
正
巳
市
長
が
永
眠

8
月
17
日

八
幡
地
域
日
向
地
区
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊

と
し
て
佐
藤
さ
ん
が
着
任

8
月
24
日

酒
田
港
国
際
定
期
コ
ン
テ
ナ
航
路
開
設
20
周

年
記
念
式
典

9
月
7
日

酒
田
市
長
に
丸
山
至
氏
が
就
任
…
㊺

9
月
8
日

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス「U

ア

ン

ダ

ー

バ

ー

N
D
ERBA

R
」

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

10
月
6
日

平
成
27
年
酒
田
港
国
際
定
期
コ
ン
テ
ナ
航
路

貨
物
量（
９
月
末
時
点
）が
過
去
最
高
を
更
新

10
月
31
日
、

11
月
1
日

全
国
ね
ぎ
サ
ミ
ッ
ト
開
催

㊱

㉟

㊳

㊴

㊶

㊹

㊸

㊷ ㊵

㊺

㊲
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特集 酒田市合併10周年

平
成
26
年

3
月
28
日

新
内
橋
新
橋
供
用
開
始

4
月

亀
ケ
崎
小
学
校
開
校（
亀
城
小
学
校
、港
南
小

学
校
が
統
合
）
…
㉟

4
月

東
部
中
学
校
開
校（
松
山
中
学
校
、飛
鳥
中
学

校
が
統
合
）
…
㊱

4
月
2
日

花
王
㈱
酒
田
工
場
紙
お
む
つ
新
工
場
竣
工
式

6
月
14
日

山
形
Ｄ
Ｃ
ス
タ
ー
ト（
陸
羽
西
線
１
０
０
年
）…
㊲

7
月
3
日

希
望
ホ
ー
ル
開
館
10
周
年

9
月
1
日

創
業
支
援
セ
ン
タ
ー
設
立

9
月
9
日

酒
田
夢
の
倶
楽
入
館
７
０
０
万
人
突
破
…
㊳

9
月
13
日

陸
羽
西
線
１
０
０
年
記
念
式
典

9
月
19
日

元
酒
田
市
長
・
故
相
馬
大
作
氏
が
特
別
名
誉

市
民
に（
平
成
26
年
8
月
21
日
永
眠
）

9
月
26
日

さ
か
た
婚
活
情
報
局R

リ
ン
グ

ing

開
設

12
月
26
日

本
市
・
三
川
町
・
庄
内
町
・
遊
佐
町
が
庄
内
北

部
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
を
締
結
…
㊴

平
成
27
年

1
月
21
日

松
山
城
址
館
オ
ー
プ
ン
…
㊵

2
月
20
日

あ
か
ち
ゃ
ん
獅
子
８
体
誕
生
、大
獅
子
フ
ァ

ミ
リ
ー
16
体
に
…
㊶

3
月
24
日

鳥
海
山
・
飛
島
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
推
進
協
議

会
設
立

4
月
18
日

光
ケ
丘
陸
上
競
技
場
に
屋
内
走
路
オ
ー
プ
ン
…
㊷

5
月
19
日

秋
田
市
と
交
流
提
携
書
締
結
…
㊸

6
月
20
日

国
際
定
期
コ
ン
テ
ナ
航
路
週
6
便
に（
平
成
26

年
3
便
、平
成
27
年
2
月
4
便
、同
5
月
5
便
）

7
月
8
日

酒
田
市
美
術
館
入
館
者
１
０
０
万
人
達
成
…
㊹

7
月
20
日

本
間
正
巳
市
長
が
永
眠

8
月
17
日

八
幡
地
域
日
向
地
区
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊

と
し
て
佐
藤
さ
ん
が
着
任

8
月
24
日

酒
田
港
国
際
定
期
コ
ン
テ
ナ
航
路
開
設
20
周

年
記
念
式
典

9
月
7
日

酒
田
市
長
に
丸
山
至
氏
が
就
任
…
㊺

9
月
8
日

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス「U

ア

ン

ダ

ー

バ

ー

N
D
ERBA

R

」

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

10
月
6
日

平
成
27
年
酒
田
港
国
際
定
期
コ
ン
テ
ナ
航
路

貨
物
量（
９
月
末
時
点
）が
過
去
最
高
を
更
新

10
月
31
日
、

11
月
1
日

全
国
ね
ぎ
サ
ミ
ッ
ト
開
催

◆合併後の酒田市広報の表紙を飾った子どもたちの写真です。

これまでの10年、地域を照らし続けた子どもたちの笑顔。

未来を担う子どもたちは、地域の宝…そして酒田市のかけがえのない財産です。

平成27年11月、酒田市はこれからの10年に向けて出航します。

その航路が、子どもたちの明るい笑顔で照らされますように。

9 酒田市広報 ［私の街さかた 2015.11.2］



特 別 功 労 表 彰

功 労 表 彰

　平成6年の創設当初から酒田市土門拳文化賞の審査員を務められ、この賞
を「プロへの登竜門」と称されるまでに水準を高めるとともに、土門拳が
提唱したリアリズム写真の精神の継承に尽力されました。
　また土門拳の写真集「ヒロシマ」に強い衝撃を受け、37歳で新聞社を退社
して写真家として独立された後は、昭和52年に日本写真協会新人賞を受賞、
その後40年近くにわたり、昭和の戦争とその負の遺産を写真で表現し続け
てきた現代日本を代表する写真家です。昭和56年には木村伊兵衛賞、昭和
60年には土門拳賞、平成7年には毎日芸術賞という権威ある写真賞を数々受
賞し、中でも、中国残留孤児を取材した「シャオハイの満州」は土門拳記
念館に永久保存されています。
　このような実績に加え、土門拳記念館ならびに本市を全国に発信され、
写真文化の振興に大きく貢献されました。

江成 常夫氏
79歳／神奈川県
芸術文化興隆

　昭和55年に本市で歯科医院
を開業以来、35年にわたり「酒
田市民の口腔内の健康状態を
世界一にする」ことを診療理
念に、豊富な識見と卓越した
医術をもって生涯にわたり口
腔の健康を維持するための歯
科医療に力を注がれています。
　また長年にわたり学校歯科
医を務められ、平成4年には
浜田小学校が「全日本よい歯
の学校表彰」で文部大臣表彰

を受賞したことに貢献されました。
　過去には酒田地区ならびに山形県歯科医師会理事
などを歴任。加えて全国各地から志を同じくする方
が集う予防歯科育成セミナーを定期的に開催し、育
成指導にも尽力されています。
　このように、高邁

まい

な使命を持って、市民の歯科衛
生思想の普及向上と育成指導を通じて、地域医療、
保健衛生の発展に大きく貢献されました。

熊谷 崇氏
73歳／日吉町
保健衛生

　豊かな農産物を広く味わって
もらいたいとの思いから、昭和
58年になかせ餅屋を創業以来、
品質にこだわったおいしい食品
を全国に届けています。
　平成9年に平田町商工会副
会長、平成18年には会長に就
任し、平成20年の酒田ふれあ
い商工会誕生の中心的役割
を果たされました。平成20年
に酒田ふれあい商工会副会長、
平成21年から6年間にわたり

会長として本市の商工業の発展に尽力されました。
　この間、生産技術開発や販路拡大などの情報交換
に努め、赤ねぎ関連商品を多数生み出す原動力とな
るとともに、地元の産品を見本市に出展するなど、
精力的に地域資源のＰＲに務められました。
　このように、地域ブランドの発信にかける熱意と
リーダーシップにより、地域産業の振興と発展に大
きく貢献されました。 

中瀬 義秋氏

68歳／三之宮
産業振興

平成27年度の各表彰 が決まりました
●お問い合わせ／市総務課総務係 ☎26‐5700
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平
成
12
年
に
松
山
町
文
化

財
保
護
審
議
会
会
長
に
就
任
、

合
併
後
は
酒
田
市
文
化
財
保

護
審
議
会
委
員
と
し
て
長
年

に
わ
た
り
地
域
の
文
化
財
の

保
護
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
14
年
か
ら
17
年
に
は
、

松
山
町
史
編
纂さ

ん

委
員
と
し
て

「
松
山
町
年
表
」
執
筆
に
携

わ
る
と
と
も
に
、
平
成
18
年

か
ら
８
年
に
わ
た
り
松
山
文

化
伝
承
館
運
営
委
員
長
と
し

て
地
域
文
化
の
周
知
・
研
究

に
力
を
注
が
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
豊
富
な
知
識
、
経
験

を
生
か
し
て
、
古
文
書
の
解

読
の
第
一
人
者
と
し
て
指
導

や
地
域
史
の
解
明
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
各
種
生

涯
学
習
講
座
の
講
師
と
し
て

も
活
躍
し
、
地
域
文
化
の
振

興
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。

鈴
木 

三
也
氏

85
歳
／
字
北
町

文
化
学
術

興
隆

　

昭
和
36
年
に
統
計
調
査
員

に
就
任
以
来
、
53
年
に
わ
た

り
、
国
勢
調
査
、
農
林
業
セ

ン
サ
ス
な
ど
の
大
規
模
調
査

を
は
じ
め
各
種
統
計
調
査
に

従
事
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
国
勢
調
査
に
つ
い
て

は
昭
和
40
年
以
来
平
成
22
年

ま
で
連
続
10
回
従
事
し
、
調

査
対
象
世
帯
へ
の
懇
切
丁
寧

な
説
明
に
努
め
、
他
の
調
査

員
の
模
範
と
な
る
精
度
の
高

い
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
農
林
業
セ
ン
サ
ス
に
つ
い

て
も
、
連
続
10
回
に
わ
た
り

従
事
さ
れ
、
担
当
地
区
の
農

林
業
の
実
態
を
よ
く
把
握
し
、

調
査
対
象
者
と
の
信
頼
関
係

を
築
き
あ
げ
、
正
確
な
調
査

を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

に
長
年
の
地
道
な
活
動
を
通

し
て
本
市
の
統
計
調
査
業
務

に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

故 

荒
生 

清
氏

享
年
80
／
大
蕨

統
計
調
査

　

平
成
17
年
か
ら
今
日
ま
で
、

若
竹
町
北
部
自
治
会
長
と
し

て
、
ま
た
平
成
22
年
か
ら
５

年
間
に
わ
た
り
、
港
南
学
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
会
会
長
、

港
南
学
区
自
治
会
連
絡
協
議

会
会
長
、
港
南
学
区
自
主
防

災
連
絡
協
議
会
会
長
を
歴
任

さ
れ
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
の
牽け

ん

引
役
と
し
て
活
躍

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
平
成
23

年
か
ら
は
４
年
間
に
わ
た
り

酒
田
市
自
治
会
連
合
会
副
会

長
と
し
て
本
市
の
発
展
に
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
児
童
の
見
守
り

活
動
の
開
始
や
自
治
会
館
の

改
築
の
た
め
の
募
金
活
動
に

よ
り
新
自
治
会
館
の
完
成
へ

と
導
く
な
ど
、
地
域
住
民
の

生
活
向
上
の
た
め
、
住
民
自

治
の
推
進
に
大
き
く
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

齋
藤 

一
巳
氏

77
歳
／
若
竹
町

住
民
自
治

　

平
成
17
年
か
ら
今
日
ま
で
、

豊
原
自
治
会
長
と
し
て
、
ま

た
平
成
19
年
か
ら
は
本
楯
地

区
自
治
会
長
会
会
長
、
酒
田

市
地
区
自
治
会
連
合
会
理
事

と
し
て
住
民
自
治
活
動
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
21
年

か
ら
26
年
ま
で
は
酒
田
市
地

区
自
治
会
連
合
会
副
会
長
と

し
て
幅
広
く
活
躍
さ
れ
、
特

に
平
成
26
年
に
は
現
職
会
長

の
突
然
の
逝
去
に
よ
り
会
長

を
代
行
し
、
連
合
会
を
ま
と

め
あ
げ
安
定
し
た
運
営
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
民
生
・
児
童
委
員
と

し
て
も
16
年
に
わ
た
り
務
め

ら
れ
、
そ
の
間
、
酒
田
市
民

生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

副
会
長
の
要
職
も
務
め
ら
れ

る
な
ど
、
住
民
自
治
の
推
進

と
地
域
福
祉
の
向
上
に
も
大

き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

茂
木 

敏
彌
氏

75
歳
／
豊
原

住
民
自
治

　平成27年度の市の特別功労表彰、功労表彰、市民表彰、酒田市農業賞の受賞者が決まりました

のでお知らせします。市の特別功労表彰、功労表彰および市民表彰は、広く公共の福祉や市勢の発

展に尽力され、功労が特に顕著な個人または団体、市民の模範となる篤行者、市民生活の向上や公共

的活動に尽力された方を表彰するものです。

平成27年度の各表彰 が決まりました

市 民 表 彰
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平
成
17
年
に
山
根
区
自
治

会
長
に
就
任
、
以
来
10
年
間

に
わ
た
り
地
域
の
要
と
な
っ

て
自
治
会
の
発
展
と
地
域
の

住
民
福
祉
の
増
進
に
努
め
ら

れ
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
か
ら
は
酒
田
市

八
幡
自
治
会
長
会
会
長
に
就

任
さ
れ
、
４
年
間
に
わ
た
り

精
力
的
に
地
域
に
根
差
し
た

自
治
会
活
動
の
指
導
や
組
織

強
化
に
取
り
組
ま
れ
、
会
の

発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
酒
田
市
八
幡
学

童
保
育
運
営
委
員
会
委
員
長
、

酒
田
市
八
幡
病
院
評
価
委
員

会
委
員
、
酒
田
市
明
る
い
選

挙
推
進
協
議
会
副
会
長
な
ど

多
く
の
役
職
を
歴
任
す
る
な

ど
、
市
民
生
活
の
向
上
と
住

民
自
治
の
推
進
に
大
き
く
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
57
年
に
北
今
町
32
区

自
治
会
子
供
会
育
成
部
長
に

就
任
し
て
以
来
、33
年
間
に

わ
た
り
青
少
年
育
成
や
環
境

衛
生
、福
祉
活
動
の
企
画
運

営
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。平
成
22
年
に
は
酒
田
市

自
治
会
連
合
会
本
部
役
員
に

就
任
、平
成
23
年
に
は
副
会

長
と
な
り
、会
長
の
良
き
補
佐

役
と
し
て
連
合
会
の
発
展
に

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
調

査
や
学
区
内
討
論
を
行
う
な

ど
、地
域
支
え
合
い
組
織「
よ

ろ
ず
や
琢
成
」
の
組
織
づ
く

り
に
も
携
わ
り
、
酒
田
市
社

会
福
祉
協
議
会
副
会
長
や
酒

田
市
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運

営
協
議
会
委
員
な
ど
を
歴
任

さ
れ
、
住
民
自
治
の
推
進
お

よ
び
社
会
福
祉
の
推
進
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

漁
業
に
従
事
し
て
以
来
60

年
あ
ま
り
に
わ
た
り
、
飛
島

の
近
海
漁
業
の
振
興
と
発
展

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
14
年
に
法
木
地
区
の

漁
業
代
表
に
就
任
し
、
法
木

漁
港
整
備
の
推
進
と
集
落
漁

業
振
興
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
水
産
資
源
の
枯
渇
を
防

ぐ
た
め
、
定
期
的
な
休
漁
日

を
設
定
す
る
な
ど
徹
底
し
た

資
源
管
理
を
行
い
、
水
産
資

源
の
安
定
確
保
と
増
収
に
力

を
注
が
れ
ま
し
た
。

　

平
成
17
年
に
は
飛
島
地
区

漁
業
集
落
代
表
と
し
て
、
ア

ワ
ビ
、
ヒ
ラ
メ
、
サ
ザ
エ
な

ど
の
種
苗
放
流
に
よ
る
水
産

資
源
の
増
殖
や
海
苔
養
殖
場

の
補
修
整
備
に
よ
る
冬
期
間

の
安
定
的
な
収
入
確
保
な
ど
、

飛
島
の
漁
業
振
興
と
発
展
に

大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
47
年
か
ら
43
年
間
に

わ
た
り
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活

動
に
携
わ
り
、
子
ど
も
た
ち

の
体
力
向
上
と
健
全
育
成
に

取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
平
成

23
年
か
ら
４
年
間
は
酒
田
市

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
長
に

就
任
さ
れ
、
本
市
全
体
の
ス

ポ
ー
ツ
団
体
の
組
織
強
化
と

青
少
年
健
全
育
成
を
基
本
理

念
に
掲
げ
、
指
導
者
の
育
成

と
資
質
向
上
、
安
全
対
策
の

徹
底
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
17
年
に
は
酒
田
市
体

育
協
会
常
任
理
事
、
酒
田
卓

球
協
会
会
長
お
よ
び
山
形
県

卓
球
協
会
副
会
長
を
歴
任
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
活
動
を
通
じ
て
本
市

の
体
育
振
興
と
青
少
年
健
全

育
成
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

　

昭
和
40
年
か
ら
今
日
ま
で

山
岳
遭
難
救
助
隊
員
と
し
て

八
幡
地
域
で
の
山
岳
遭
難
事

故
の
捜
索
救
助
に
携
わ
っ
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。
平
成
９
年

か
ら
は
隊
長
に
就
任
さ
れ
、

組
織
を
統
制
す
る
と
と
も
に
、

遭
難
救
助
訓
練
を
励
行
し
、

若
い
救
助
隊
員
の
指
導
に
も

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、

緊
急
か
つ
迅
速
な
対
応
が
求

め
ら
れ
る
遭
難
事
故
に
対
し
、

自
ら
先
頭
に
立
っ
て
捜
索
を

指
揮
し
、
豊
富
な
山
の
知
識

と
経
験
に
加
え
、
熱
意
の
あ

る
捜
索
活
動
に
よ
り
、
多
く

の
遭
難
者
の
人
命
が
救
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
山
岳
遭
難
事

故
の
防
止
と
遭
難
者
の
懸
命

な
捜
索
活
動
は
、
山
岳
遭
難

者
の
人
命
救
助
に
大
き
く
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

芝
田 

肇
氏

75
歳
／
前
川

山
岳
遭
難

救
助

加
藤 

弘
良
氏

75
歳
／
栄
町

体
育
振
興

齋
藤 

半
一
氏

74
歳
／
飛
島

漁
業
振
興

森
谷 

功
喜
氏

71
歳
／
北
今
町

住
民
自
治

信
夫 

一
秋
氏

71
歳
／
麓

住
民
自
治
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平
成
７
年
か
ら
袖
浦
土
地

改
良
区
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
、

平
成
23
年
か
ら
は
理
事
長
と

し
て
地
区
の
農
地
整
備
事
業

の
実
施
に
向
け
、
地
元
関
係

者
ら
と
協
議
し
な
が
ら
役
員

や
組
合
員
と
連
携
し
、
事
業

の
推
進
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
酒
田
市
袖
浦
農
業
協

同
組
合
の
果
樹
部
会
長
を
長

年
務
め
、
庄
内
柿
に
付
加
価

値
を
付
け
る
た
め
、
６
次
産

業
へ
の
取
り
組
み
を
い
ち
早

く
取
り
入
れ
た
フ
ル
ー
ツ

サ
ー
ク
ル
を
立
ち
上
げ
、
あ

ん
ぽ
柿
の
販
路
拡
大
で
成
果

を
挙
げ
る
な
ど
、
本
市
農
業

の
振
興
と
発
展
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

　

平
成
13
年
か
ら
11
年
に
わ

た
り
、
庄
内
み
ど
り
農
業
協

同
組
合
代
表
監
事
を
務
め
ら

れ
た
ほ
か
、
広
野
地
区
農
業

振
興
協
議
会
会
長
、
広
野
地

区
防
除
協
議
会
会
長
の
要
職

を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
地
域
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
広
野
カ
ン
ト
リ
ー
、広
野

農
地
・
水
・
環
境
保
全
会
、広

野
地
区
県
営
事
業（
パ
イ
プ

灌か
ん

漑が
い

）の
事
業
の
推
進
な
ど

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
地
域
の
集
落
営
農
組

織
の
設
立
、
運
営
に
携
わ
り
、

担
い
手
育
成
と
地
域
の
農
業

経
営
安
定
に
取
り
組
む
な
ど
、

本
市
農
業
の
振
興
と
発
展
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
53
年
か
ら
今
日
ま
で

長
き
に
わ
た
り
、
電
気
工
事

一
筋
に
地
域
の
発
展
お
よ
び

ま
ち
づ
く
り
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

　

平
成
11
年
に
酒
田
電
気
工

事
協
同
組
合
の
理
事
に
就
任
、

平
成
13
年
に
は
同
副
理
事
長
、

平
成
19
年
か
ら
は
同
理
事
長

を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
同
時

に
山
形
県
電
気
工
事
工
業
組

合
の
副
理
事
長
に
就
任
さ
れ
、

６
年
間
に
わ
た
り
、
地
域
の

電
気
工
事
業
界
の
発
展
に
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
平
成
20
年
１
月
に
は
、

本
市
と
「
災
害
時
の
応
急
対

策
に
関
す
る
協
定
書
」
を
締

結
し
、
大
規
模
災
害
時
に
お

け
る
協
力
体
制
を
い
ち
早
く

構
築
さ
れ
る
な
ど
、
地
域
お

よ
び
産
業
の
発
展
に
大
き
く

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。　

　

平
成
18
年
に
楯
山
自
治
会

長
に
就
任
し
、
８
年
間
に
わ

た
り
地
区
の
防
災
防
犯
、
交

通
安
全
設
備
の
点
検
・
立
哨

指
導
な
ど
住
民
の
交
通
事
故

防
止
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
か
ら
は
酒
田
市

平
田
区
長
会
副
会
長
に
、
平

成
23
年
か
ら
は
酒
田
市
平
田

自
治
会
長
会
会
長
に
就
任
し
、

積
極
的
に
平
田
地
区
の
課
題

を
検
討
し
、
統
合
と
な
る
東

部
中
学
校
の
交
通
安
全
の
推

進
に
力
を
注
が
れ
る
な
ど
、

地
域
に
根
差
し
た
自
治
会
活

動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
間
、
自
治
会
組
織
の
見
直

し
に
当
た
っ
て
は
、
自
治
会

組
織
の
強
化
・
発
展
の
中
心

的
役
割
を
担
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
市
民
生
活

の
向
上
と
住
民
自
治
の
推
進

に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

石
黒 

誠
一
氏

69
歳
／
楯
山

住
民
自
治

中
村 

穰
氏

64
歳
／
若
竹
町

産
業
振
興

朝
井 

肇
氏

67
歳
／
広
野

佐
藤 

陽
一
氏

65
歳
／
坂
野
辺
新
田

　初代酒田農業協同組合長 伊藤惣治郎氏の遺志により遺族から寄付された伊藤農業振興基金をもとに制定されたもの
で、農業振興に積極的に取り組み、他の模範となる個人または団体を表彰するものです。

酒 田 市 農 業 賞
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市政ピックアップ

●
お
問
い
合
わ
せ
／
市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

芸
術
文
化
係 

☎
２
６
‐
５
７
７
８

第
37
回
庄
内
文
化
賞
の

受
賞
者
が
決
ま
り
ま
し
た

●
お
問
い
合
わ
せ
／
市
建
築
課
公
営
住
宅
係 

☎
２
６
‐
５
７
４
７

市
営
住
宅・公
共
賃
貸
住
宅

入
居
者
募
集

●
庄
内
文
化
賞

　

庄
内
地
方
に
居
住
し
、
学
術
・
美
術
・

音
楽
・
演
劇
・
舞
踊
な
ど
の
活
動
に
お

い
て
、
優
れ
た
成
果
を
挙
げ
た
個
人
ま

た
は
団
体
な
ど
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　

錦
心
流
薩
摩
琵
琶
に
入
門
以
来
、
伝

統
的
な
琵
琶
の
演
奏
活
動
を
は
じ
め
、

他
ジ
ャ
ン
ル
と
の
共
演
・
合
作
を
積
極

的
に
行
う
な
ど
、
琵
琶
の
普
及
継
承
に

尽
力
す
る
と
と
も
に
、
若
手
演
奏
者
の

育
成
や
後
進
の
指
導
に
熱
心
に
取
り
組

み
、
琵
琶
愛
好
者
の
底
辺
拡
大
に
も
努

力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
琵
琶
を
通
し
た
日
本
人

の
心
の
伝
承
や
庄
内
地
方
の
芸
術
文
化

の
振
興
に
果
た
し
て
き
た
功
績
は
顕
著

な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

◆
今
年
度
、
阿
部
次
郎
文
化
賞
へ
の
推

薦
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

︻
市
営
住
宅
︼

　

今
回
は
単
身
用
住
宅
の
募
集
は
あ
り

ま
せ
ん
。

資
格
／
本
市
在
住
か
本
市
に
勤
務
先
が

あ
り
、市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
く
、現
在

同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族

が
い
て
、収
入
が
公
営
住
宅
法
の
基
準（
一

般
世
帯
は
15
万
８
千
円
以
下
、高
齢
者・

障
が
い
者・
中
学
生
以
下
が
い
る
世
帯
は

25
万
９
千
円
以
下
）に
適
合
す
る
方
▼
入

居
日
／
12
月
18
日
㈮
▼
家
賃
／
収
入
に

よ
る
▼
敷
金
／
家
賃
３
か
月
分
▼
申
し

込
み
／
11
月
５
日
㈭
〜
12
日
㈭
に
申
込

書
を
市
役
所
３
階
建
築
課
公
営
住
宅
係

ま
た
は
各
総
合
支
所
建
設
産
業
課
へ

◆
申
込
用
紙
、
応
募
の
手
引
き
は
市
建

築
課
お
よ
び
各
総
合
支
所
建
設
産
業
課

に
あ
り
ま
す
。
申
込
書
は
窓
口
で
記
入

し
、
そ
の
場
で
提
出
で
き
ま
す
。

◆
市
営
住
宅
は
、
ひ
と
り
親
世
帯
、
高

齢
者
世
帯
、
障
が
い
者
世
帯
な
ど
は
優

先
措
置
（
２
回
抽
選
）
が
あ
り
ま
す
。

︻
公
共
賃
貸
住
宅
︼

　

収
入
月
額
が
15
万
８
千
円
を
超
え
25

万
９
千
円
以
下
の
方
を
対
象
に
し
た

フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
の
住
宅
で
す
。

市川清治氏
80歳／鶴岡市

募
集
住
宅

所
在
地

募
集

戸
数

畳
数
・
階
数
等

八
森
団
地

市
条
字

上
川
原

1

８
・
６
・
６
・

Ｌ
Ｄ
Ｋ　

1
階
Ⓟ

松
山
サ
ン
ハ

ウ
ス

字
山
田

1

８
・
８
・
６
・
６
・

Ｄ
Ｋ　

1
階
Ⓟ

Ｋ
＝
台
所　

Ｄ
＝
食
事
室　

Ｌ
＝
居
間

Ⓟ
＝
駐
車
場
１
台
有
り

募
集
住
宅

所
在
地

募
集

戸
数

畳
数
・
階
数
等

住
吉
住
宅

光
ケ
丘

一
丁
目

1

4.5
・
4.5
・
３
・
Ｋ

１
階

新
橋
二
丁
目

住
宅

新
橋

二
丁
目

1

６
・
4.5
・
３
・
Ｋ

４
階
Ⓟ

千
日
住
宅

住
吉
町

1

６
・
３
・
Ｄ
Ｋ

１
階

新
橋
五
丁
目

住
宅

新
橋

五
丁
目

1

６
・
３
・
Ｄ
Ｋ

１
階

第
一
川
南

ア
パ
ー
ト

若
宮
町

一
丁
目

1

６
・
６
・
３
・
Ｋ

４
階
Ⓟ

第
二
川
南

ア
パ
ー
ト

若
宮
町

一
丁
目

1

６
・
4.5
・
4.5
・
Ｋ

４
階
Ⓟ

第
三
川
南

ア
パ
ー
ト

若
宮
町

一
丁
目

1

６
・
６
・
4.5
・
Ｋ

４
階
Ⓟ

第
四
川
南

ア
パ
ー
ト

若
宮
町

一
丁
目

1

６
・
６
・
4.5
・
Ｋ

１
階
Ⓟ

光
ケ
丘
第
一

ア
パ
ー
ト

光
ケ
丘

二
丁
目

1

６
・
６
・
4.5
・
Ｋ

２
階
Ⓟ

旭
新
町
第
五

ア
パ
ー
ト

旭
新
町

1

６
・
６
・
６
・
Ｄ
Ｋ　

３
階
Ⓟ

静
ケ
台
第
二

ア
パ
ー
ト

光
ケ
丘

一
丁
目

1

８
・
７
・
Ｄ
Ｋ

4
階
Ⓟ

八
森
団
地

市
条
字

上
川
原

1

６
・
８
・
６
・
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１
階
Ⓟ

小
泉
団
地

小
泉
字

道
南

1

６
・
６
・
4.5
・
Ｋ

1
階
Ⓟ

城
西
団
地

字
山
田

1

８
・
7.5
・
６
・
Ｌ
Ｄ
Ｋ

1
階
Ⓟ

片
町
住
宅

字
片
町

1

８
・
６
・
Ｄ
Ｋ

1
階

●お問い合わせ／地方独立行政法人山形県・酒田市病院機構法人管理部総務課 ☎26‐2001
日本海総合病院・酒田医療センター 職員採用試験（平成28年4月1日採用）

申し込み／11月16日㈪（必着）の午前8時30分～午後5時15分（土曜・日曜日、祝日を除く）までに受験申込書に必要事項を記入し、
〒998-8501 酒田市あきほ町30 日本海総合病院総務課へ郵送または持参
◆詳しくは日本海総合病院・酒田医療センターにある受験案内をご覧ください。同病院機構ホームページからもダウンロードできます。

職　種 人数 受験資格 採用試験

看護師 4人 昭和56年4月2日以降に生まれた方 当該免許を有する方、
または平成28年5月末
までに当該免許を取
得する見込みの方

期日／11月28日㈯ ▼場所／日本海総合病院 ▼科目／職場
適応性検査、専門試験（看護師・薬剤師のみ）、教養試験（言
語聴覚士のみ）、面接試験 ▼合格発表／12月中旬

薬剤師 若干名 昭和51年4月2日以降に生まれた方

言語聴覚士 若干名 昭和56年4月2日以降に生まれた方
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市政ピックアップ

酒
田
市
移
住
定
住
者
住
宅
取
得
費
補
助
金

　

こ
れ
ま
で
本
補
助
金
は
、
工
事
請
負

契
約
ま
た
は
売
買
契
約
締
結
前
の
申
請

が
要
件
で
し
た
が
、
11
月
16
日
㈪
以
降

の
申
請
に
関
し
て
は
、
平
成
27
年
４
月

１
日
以
降
に
工
事
請
負
契
約
ま
た
は
売

買
契
約
を
締
結
し
、
平
成
28
年
３
月
31

日
ま
で
に
住
宅
取
得
し
て
居
住
の
上
、

実
績
報
告
書
類
の
提
出
が
で
き
る
場
合

も
補
助
対
象
と
な
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
住
宅
／
一
戸
建
て
、
マ
ン

シ
ョ
ン
、
建
売
、
併
用
住
宅
（
居
住
部

分
50
㌫
以
上
）

対
象
者
／
自
ら
居
住
す
る
目
的
で
中
心

市
街
地
（
義
務
教
育
修
了
前
の
子
な
ど

を
養
育
す
る
場
合
は
市
内
全
域
を
対

象
）
に
新
築
ま
た
は
中
古
住
宅
な
ど
を

購
入
す
る
方
で
、
次
の
①
ま
た
は
②
に

該
当
し
、
③
〜
⑤
全
て
に
該
当
す
る
方

①
平
成
24
年
４
月
１
日
以
降
に
庄
内
地

域
以
外
の
市
区
町
村
か
ら
本
市
に
転

入
し
、
庄
内
地
域
へ
の
転
入
前
３
年

間
、
庄
内
地
域
の
市
町
に
住
民
登
録
さ

れ
て
い
な
い
方 

②
事
業
を
行
っ
た
後
、

庄
内
地
域
以
外
の
市
区
町
村
か
ら
本
市

に
住
民
登
録
す
る
予
定
の
方
で
、
庄
内

　

耐
震
補
強
工
事
な
ど
の
一
部
完
成
に

伴
い
、
受
付
窓
口
や
学
童
保
育
所
な
ど

が
通
常
の
場
所
に
戻
り
ま
す
（
一
部
実

施
済
み
）。

　

今
後
の
工
事
の
工
期
な
ど
は
次
の
通

り
で
す
。
工
事
期
間
中
は
騒
音
を
伴
い

ま
す
が
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

○
耐
震
補
強
工
事
な
ど
の
内
容
と
工
期

○
予
約
受
付
窓
口
な
ど
の
移
設

◆
11
月
中
旬
〜
平
成
28
年
３
月
末
ま
で

モ
ー
ル
で
の
展
示
は
４
０
８
・
４
０
９

号
室
へ
移
転
し
ま
す
。

地
域
へ
の
転
入
前
３
年
間
、
庄
内
地
域

の
市
町
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
な
い
方 

③
工
事
請
負
契
約
ま
た
は
売
買
契
約
の

相
手
方
が
２
親
等
以
内
の
親
族
で
な
い

こ
と 

④
補
助
対
象
の
住
宅
に
実
績
報

告
ま
で
に
居
住
す
る
こ
と 

⑤
補
助
対

象
の
住
宅
を
実
績
報
告
ま
で
登
記
簿
へ

登
録
す
る
こ
と

対
象
経
費
／
⑴
新
築
住
宅
建
築
・
購
入

費 

⑵
中
古
住
宅
購
入
費 

⑶
土
地
取
得

費
（
⑴
ま
た
は
⑵
に
合
わ
せ
て
行
う
も

の
に
限
る
）

補
助
額
／
対
象
事
業
経
費
の
10
分
の
１

（
上
限
１
０
０
万
円
、千
円
未
満
切
り
捨
て
）

交
付
時
期
／
実
績
報
告
書
提
出
後
（
実

績
報
告
は
事
業
終
了
後
30
日
以
内
ま
た

は
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
提
出
）

対
象
要
件
拡
大
後
の
受
け
付
け
／
11
月

16
日
㈪
〜
市
役
所
２
階
政
策
推
進
課
で

受
け
付
け
を
行
い
、
申
請
額
が
予
算
額

に
達
し
た
時
点
で
終
了

◆
他
の
補
助
制
度
を
重
複
利
用
す
る
場

合
は
、
補
助
金
額
を
変
更
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

◆
詳
し
く
は
同
課
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

　

国
道
47
号
余
目
酒
田
道
路
の
一
部
で

あ
る
新
堀
〜
東
町
（
国
道
７
号
）
間
が

暫
定
供
用
開
始
と
な
り
ま
す
。

供
用
開
始
日
時
／
11
月
14
日
㈯
午
後
４
時
〜

︻
開
通
イ
ベ
ン
ト
︼

時
間
／
午
前
11
時
〜

場
所
／
新
堀
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ（
Ｉ
Ｃ
）

内
容
／
供
用
前
の
自
動
車
専
用
道
路
を

歩
行
者
へ
特
別
開
放
、
小
学
生
な
ど
に

よ
る
ス
テ
ー
ジ
発
表
、
い
も
煮
・
新
米

お
に
ぎ
り
の
振
る
舞
い
、
県
や
市
の
マ

ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
出
演
な
ど

◆
一
般
観
覧
者
の
駐
車
場
は
、
盛
土
上

の
本
線
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
当
日

は
現
場
の
係
員
の
案
内
に
従
っ
て
く
だ

さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
／
市
政
策
推
進
課
移
住
相
談
総
合
窓
口 

☎
２
６
‐
５
７
６
８

移
住・定
住
さ
れ
る
皆
さ
ん
へ

―
住
宅
取
得
費
補
助
金
の
対
象
要
件
を
拡
大
し
ま
す
―

●
お
問
い
合
わ
せ
／
市
社
会
教
育
課

管
理
係 

☎
２
４
‐
２
９
９
２

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
耐
震
補
強

工
事
と
窓
口
な
ど
の
移
設

●
お
問
い
合
わ
せ
／
市
土
木
課
調
整
係 

☎
２
６
‐
５
４
６
７

余
目
酒
田
道
路
が

開
通
し
ま
す

場　
　

所

工
事
期
間︵
予
定
︶

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ル
ー
ム

（
体
育
室
）

11
月
中
旬
〜
平
成

28
年
３
月
末

モ
ー
ル

内
壁移

設
す
る
業
務

移
設
月
日︵
予
定
︶

予
約
受
付
窓
口

（
社
会
教
育
課
）

11
月
９
日
㈪

教
育
相
談
室

実
施
済
み

児
童
図
書
室

11
月
12
日
㈭

学
童
保
育
所

実
施
済
み

松山方面

(会場)

秋田方面

四ツ興野

酒田中央

小牧

新堀

●日本海総合病院

新堀小学校●

酒田方面

新庄方面

主要地方道
酒田松山線

酒田中央IC

最上川

日
本
海
東
北
自
動
車
動(

有
料)

新潟方面

酒田IC

7

7

47
自
動
車
専
用
区
間

余
目
酒
田
道
路

広域図

15 市政ピックアップ ［私の街さかた 2015.11.2］



市政ピックアップ

●
お
問
い
合
わ
せ
／
市
国
保
年
金
課
国
民
年
金
係 

☎
２
６
‐
５
７
２
８

　
　
　
　
　
　
　
　

各
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　
　
　
　
　
　
　
　

鶴
岡
年
金
事
務
所 

☎
０
２
３
５
‐
２
３
‐
５
０
４
０

国
民
年
金
の
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

国
民
年
金
は
全
員
が
加
入

　

国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
住
所
が

あ
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
全
て
の
方

が
加
入
す
る
制
度
で
す
。

　

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
で
、
原
則
65

歳
か
ら
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
加
入
中
の
事
故
や
病
気
な
ど
で

障
が
い
が
残
っ
た
場
合
に
、
障
害
基
礎

年
金
を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

国
民
年
金
の
主
な
届
け
出

　

国
民
年
金
加
入
者
は
下
表
の
３
種
類

に
区
分
さ
れ
、
い
ず
れ
も
国
民
年
金
法

上
の
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。
区
分
に

変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
届
け
出
が
必

要
で
す
。

︻
年
金
を
受
給
す
る
た
め
に
は
︼

　

老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
に
は
、

20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
40
年
間
に
、
通

算
25
年
以
上
（
厚
生
年
金
・
共
済
年
金

加
入
期
間
、
免
除
期
間
、
第
３
号
被
保

険
者
期
間
な
ど
を
含
む
）
保
険
料
を
納

め
る
必
要
が
あ
り
、
こ
れ
を
「
受
給
資

格
期
間
」
と
い
い
ま
す
。

　

障
害
基
礎
年
金
は
、
保
険
料
の
未
納

保
険
料
を
納
め
る
の
が
困
難
な
場
合
は

　

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場

合
、
免
除
・
猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

申
請
者
本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の

前
年
所
得
で
審
査
し
ま
す
が
、
離
職
し

た
方
が
い
る
場
合
、
離
職
し
た
方
の
所

得
を
除
外
し
て
審
査
す
る
離
職
の
特
例

も
あ
り
ま
す
の
で
、
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。

　

詳
し
く
は
、
本
紙
７
月
１
日
号
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

任
意
加
入
制
度

　

60
歳
に
な
っ
て
も
受
給
資
格
期
間
を

満
た
せ
な
い
方
や
満
額
の
年
金
を
受
給

で
き
な
い
方
は
、
60
歳
を
過
ぎ
て
か
ら

任
意
加
入
し
、
65
歳
ま
で
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
申
込
月
か

ら
の
納
付
で
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
）。

　

受
給
資
格
期
間
を
満
た
せ
な
い
方
で

昭
和
40
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た

方
は
70
歳
ま
で
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

が
あ
る
と
受
給
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
免
除
制
度
な
ど
を
利
用
し
、
未

納
の
ま
ま
に
し
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
の
送
付

　

納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
、
社
会

保
険
料
控
除
と
し
て
、
全
額
が
所
得
税

の
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

毎
年
11
月
初
旬
に
、社
会
保
険
料（
国

民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
が
日
本

年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
は
、
必
ず

添
付
し
て
く
だ
さ
い
。
国
民
年
金
保
険

料
納
付
時
の
領
収
証
書
も
、
支
払
い
の

証
明
書
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

11
月
30
日
は
年
金
の
日
で
す

　

　

年
金
記
録
や
将
来
の
年
金
受
給
見
込

み
額
を
確
認
し
、
未
来
の
生
活
設
計
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

 

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
利
用
す
る
と
、

自
分
の
年
金
記
録
を
確
認
で
き
る
ほ
か
、

将
来
の
年
金
受
給
見
込
み
額
に
つ
い
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
パ
タ
ー
ン
の
試
算
を
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.nenkin. go.jp

を
参
照
す
る
か
、
鶴
岡
年
金
事
務
所
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

国民年金の主な届け出(20歳以上60歳未満の方）
被保険者区分 変更理由 届出先

第1号被保険者
自営業、学生、無職の方など

就職して厚生年金や共済年金に加入したとき 勤務先
配偶者（第2号被保険者）の扶養になったとき 配偶者の勤務先

第2号被保険者
会社員、公務員など

退職したとき 市役所
退職して配偶者（第2号被保険者）の扶養になったとき 配偶者の勤務先

第3号被保険者
第2号被保険者の扶養に
なっている配偶者

配偶者が退職したとき

市役所
配偶者の扶養から外れたとき
離婚したとき
配偶者が65歳になったとき
就職して厚生年金や共済年金に加入したとき 勤務先
配偶者の勤務先が変わったとき 配偶者の勤務先
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11
月
は
、
行
楽
シ
ー
ズ
ン
で
自
動
車

に
乗
る
機
会
が
多
く
な
る
こ
と
か
ら

「
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
推
進
月
間
」
と
な
っ

て
い
ま
す
。
山
形
県
の
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量
の
う
ち
、
自
動
車
か
ら
の
排
出

量
は
約
２
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
温
暖

化
防
止
の
た
め
、
穏
や
か
な
運
転
を
意

識
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
優
し
い
ア

ク
セ
ル
操
作
は
安
全
運
転
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。

ふ
ん
わ
り
ア
ク
セ
ル「
ｅ
ス
タ
ー
ト
」

　

車
は
動
き
出
す
と
き
に
大
き
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
使
い
ま
す
。
穏
や
か
に
発
進

す
る
こ
と
で
10
㌫
程
度
燃
費
が
改
善
し

ま
す
。
最
初
の
５
秒
で
時
速
20
キ
ロ
㍍

を
目
安
に
し
ま
し
ょ
う
。

加
速
・
減
速
の
少
な
い
運
転

　

走
行
中
は
、
一
定
の
速
度
で
走
る
こ

と
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
車
間
距
離
が

短
く
な
る
と
、
無
駄
な
加
速
・
減
速
の

機
会
が
多
く
な
り
、
市
街
地
で
は
２
㌫

程
度
、
郊
外
で
は
６
㌫
程
度
も
燃
費
が

悪
化
し
ま
す
。

　

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え

ま
す
。
特
に
お
年
寄
り
を
中
心
と
し
た

尊
い
命
を
火
災
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

管
内
（
１
市
２
町
）
で
は
、
１
月
１

日
か
ら
９
月
30
日
に
33
件
の
火
災
が
発

生
し
、
６
人
の
死
傷
者
が
出
て
い
ま
す
。

い
ま
一
度
、
次
の
点
に
注
意
し
て
火
災

の
な
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

火
災
予
防
運
動
の
重
点
目
標

●
住
宅
防
火
対
策
の
推
進

　

住
宅
火
災
に
よ
る
死
傷
者
を
な
く
す

た
め
に
も
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設

置
し
、
適
切
に
維
持
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
暖
房
器
具
や
調
理
器
具
は
安
全

装
置
が
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
を
使
用

し
、
消
火
の
た
め
の
住
宅
用
消
火
器
な

ど
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

●
放
火
火
災
・
連
続
放
火
火
災
防
止
対

策
の
推
進

　

全
国
的
に
放
火
に
よ
る
火
災
が
増
加

し
て
い
ま
す
。
建
物
の
周
囲
に
燃
え
や

す
い
物
を
置
か
ず
、
物
置
や
車
庫
へ
の

施
錠
を
徹
底
す
る
な
ど
、
放
火
さ
れ
な

い
環
境
づ
く
り
に
地
域
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

減
速
時
は
早
め
に
ア
ク
セ
ル
を
離
す

　

信
号
が
変
わ
る
な
ど
停
止
す
る
こ
と

が
分
か
っ
た
ら
、
早
め
に
ア
ク
セ
ル
か

ら
足
を
離
し
ま
し
ょ
う
。
エ
ン
ジ
ン
ブ

レ
ー
キ
が
作
動
し
、
２
㌫
程
度
燃
費
が

改
善
し
ま
す
。

無
駄
な
ア
イ
ド
リ
ン
グ
は
や
め
よ
う

　

待
ち
合
わ
せ
や
荷
物

の
積
み
下
ろ
し
な
ど
に

よ
る
駐
停
車
の
際
は
、

ア
イ
ド
リ
ン
グ
は
や
め

ま
し
ょ
う
。
10
分
間
の

ア
イ
ド
リ
ン
グ
で
、
１

３
０
㏄
程
度
の
燃
料
を

消
費
し
ま
す
。

　
11
月
か
ら
全
国
の
事
業
所
な
ど
で

ウ
オ
ー
ム
ビ
ズ
（
過
剰
な
暖
房
を
抑

制
し
、
室
温
20
度
で
も
快
適
に
過
ご

せ
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
）
が
始
ま
り

ま
す
。
節
電
に
も
つ
な
が
る
こ
の
取

り
組
み
、
皆
さ
ん
も
職
場
や
家
庭
で

実
践
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

命
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

︻
３
つ
の
習
慣
︼

●
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る

●
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か

ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

●
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る

と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す

︻
４
つ
の
対
策
︼

●
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
設
置
し
、
維
持
管
理
す

る●
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
か
ら

の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使

用
す
る

●
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る

●
お
年
寄
り
や
身か
ら
だ体

の
不
自
由
な
人
を

守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を

つ
く
る

●
お
問
い
合
わ
せ
／
市
環
境
衛
生
課
環
境
保
全
係 

☎
３
１
‐
０
９
３
３

11
月
は「
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
推
進
月
間
」で
す

地
球
と
財
布
に
優
し
い
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
始
め
ま
せ
ん
か

●
お
問
い
合
わ
せ
／
酒
田
地
区
広
域
行
政
組
合
消
防
本
部
予
防
課 

☎
６
１
‐
７
１
１
３

11
月
９
日
〜
15
日
は

秋
の
火
災
予
防
運
動
で
す

無
防
備
な

　
　
心
に
火
災
が

　
　
　
　
か
く
れ
ん
ぼ

︵
平
成
27
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語
︶

17 市政ピックアップ ［私の街さかた 2015.11.2］



市政ピックアップ

「
オ
ー
ラ
ル
・
フ
レ
イ
ル
」
の
予
防

　

豊
か
な
食
生
活
は
質
の
高
い
生
活
の

基
本
で
す
。
食
べ
た
い
も
の
を
歯
が
悪

い
た
め
に
食
べ
ら
れ
な
い
不
自
由
は
、

高
齢
者
に
と
っ
て
毎
日
の
苦
痛
で
あ
る

ば
か
り
で
は
な
く
、
食
事
が
偏
り
栄
養

学
的
に
も
好
ま
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
か
み
合
わ
せ
が
悪
い
状
態
が
長

く
続
く
と
、
健
康
そ
の
も
の
に
も
影
響

し
て
き
ま
す
。

　

若
い
人
は
肥
満
や
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
が
問
題
で
す
が
、
お
年
寄

り
は
逆
に
低
栄
養
、
し
か
も
食
べ
て
い

る
の
に
栄
養
が
足
り
て
い
な
い
状
態
が

問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
加
齢

性
筋
肉
減
弱
症
（
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
）
や

運
動
器
症
候
群
（
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
）
と
関
係
す
る
も
の
で
、
さ

ら
に
日
本
老
年
医
学
会
は
こ
れ
ら
の
前

兆
と
し
て
「
フ
レ
イ
ル
」
と
い
う
中
間

的
な
段
階
を
提
唱
し
て
い
ま
す
。
そ
の

中
で
も
歯
・
口
の
機
能
の
虚
弱
を「
オ
ー

ラ
ル
・
フ
レ
イ
ル
」
と
い
い
ま
す
。

　

高
齢
者
の
健
康
を
栄
養
面
か
ら
み
る

と
、
歯
・
口
の
健
康
へ
の
関
心
が
低
い

人
ほ
ど
問
題
が
あ
り
ま
す
。
歯
周
病
や

歯
周
病
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク

　

次
の
チ
ェ
ッ
ク
項
目
に
１
つ
で
も

当
て
は
ま
る
項
目
が
あ
れ
ば
歯
周
病

を
疑
っ
て
く
だ
さ
い
。

¡

朝
起
き
た
時
、
口
の
中
が
ネ
バ
ネ

バ
す
る

¡

歯
を
磨
い
た
時
に
血
が
出
る

¡

口
臭
が
気
に
な
る

¡

歯
茎
が
腫
れ
る
こ
と
が
あ
る

¡

硬
い
も
の
が
か
み
に
く
い

¡

歯
と
歯
の
間
に
隙
間
が
で
き
た

¡

歯
茎
が
ブ
ヨ
ブ
ヨ
し
て
赤
い

¡

歯
と
歯
の
間
に
食
べ
物
が
よ
く
挟

ま
る

¡

歯
が
長
く
な
っ
た
よ
う
な
気
が
す

る

¡

歯
が
グ
ラ
グ
ラ
す
る

虫
歯
を
放
置
し
た
結
果
、
歯
を
失
う
な

ど
し
て
口
の
中
の
機
能
が
低
下
す
る
と
、

食
べ
ら
れ
な
い
も
の
が
増
え
て
食
欲
が

減
り
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
取
る

こ
と
が
で
き
ず
、
低
栄
養
、
代
謝
量
の

低
下
、
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
を
引
き
起
こ
す

要
因
に
な
り
ま
す
。
ま
た
歯
を
失
う
こ

と
で
顔
つ
き
が
変
化
し
た
り
滑
舌
が
悪

く
な
っ
た
り
す
る
と
、
人
と
会
っ
て
話

を
す
る
の
が
お
っ
く
う
に
な
る
な
ど
、

活
動
性
、
社
会
性
も
低
下
し
ま
す
。
さ

さ
い
な
歯
・
口
の
異
常
を
軽
視
し
な
い

こ
と
が
大
切
で
す
。

か
か
り
つ
け
歯
科
医
を
も
ち
ま
し
ょ
う

　

　

健
康
長
寿
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

オ
ー
ラ
ル
・
フ
レ
イ
ル
の
予
防
が
重
要

で
す
。
か
か
り
つ
け
の
歯
科
医
院
で
定

期
的
に
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
し
た
り
、
市
の

歯
周
疾
患
検
診
な
ど
を
利
用
し
た
り
し
、

歯
・
口
の
機
能
を
健
康
に
維
持
し
ま
し
ょ

う
。
高
齢
者
の
場
合
、
一
人
暮
ら
し
で

訪
問
介
護
を
受
け
た
り
、
施
設
に
入
所

し
た
り
す
る
段
階
で
、
す
で
に
口
腔
環

境
が
悪
化
し
て
い
る
こ
と
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
と
き
は
酒
田
地
区

歯
科
医
師
会
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
山
形
県
歯
科
医
師
会
所
属
の
歯
科
医

院
で
受
診
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
受
診

券
同
封
の
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

︻
訪
問
歯
科
診
療
の
お
知
ら
せ
︼

　

病
気
や
け
が
な
ど
で
寝
た
き
り
に
な

り
、
歯
の
具
合
が
悪
く
て
も
歯
科
に
行

け
な
い
場
合
、
歯
科
医
が
自
宅
に
訪
問

し
て
治
療
す
る
「
訪
問
歯
科
診
療
」
と

い
う
方
法
が
あ
り
ま
す
。
通
院
で
き
ず

に
困
っ
て
い
る
方
が
い
る
場
合
、
か
か

り
つ
け
の
歯
科
医
、
ま
た
は
酒
田
地
区

歯
科
医
師
会
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
詳
し
く
は
、酒
田
地
区
歯
科
医
師
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

問
酒
田
地
区
歯
科
医
師
会 

☎
２
２
‐
０

８
９
４

●
お
詫
び

　

本
紙
10
月
16
日
号
９
㌻
掲
載
の

「
平
成
27
年
度
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ

ス
タ
ー
の
入
選
作
品
が
決
ま
り
ま
し

た
」
の
内
容
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た

の
で
お
詫
び
し
ま
す
。

　

正
し
い
内
容
は
本
紙
折
り
込
み
チ

ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

歯
周
疾
患
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

対
象
／
今
年
度
内
に
40
歳
、50
歳
、60
歳
、

70
歳
に
な
る
方（
対
象
者
に
は
５
月
末

に
受
診
券
を
送
付
し
て
い
ま
す
）▼
内

容
／
歯
と
歯
肉
の
検
診
、ブ
ラ
ッ
シ
ン

グ
方
法
と
歯
周
疾
患
予
防
の
指
導
▼
期

間
／
12
月
末
ま
で
▼
費
用
／
１
千
円

●
お
問
い
合
わ
せ
／
市
健
康
課
成
人
保
健
係 

☎
２
４
‐
５
７
３
３

11
月
８
日
は
、い
い
歯
の
日 

歯
周
疾
患
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

―
健
康
長
寿
は
歯・口
の
健
康
か
ら
―
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●お問い合わせ／希望ホール内、酒田市民芸術祭実行委員会事務局 ☎26‐5450
市民芸術祭参加事業

【第59回酒田市民芸術祭写真展】
日時／11月12日㈭～18日㈬の午前9時～午後9時（15
日は午後5時まで、18日は午後2時まで） ▼場所／総合
文化センター
問全酒田写真連盟、菅原 ☎31‐0794

【日本舞踊千川流 千川貴楽 歌舞伎フォーラム公演】
日時／11月13日㈮午後6時～9時 ▼場所／希望ホール

▼入場料／大人前売り1,500円・当日2,000円、高校生
以下前売り500円・当日1,000円
問日本舞踊千川流、千川 ☎24‐4516

【第39回石の会展】
日時／11月18日㈬～25日㈬午前9時～午後5時 ▼場所
／総合文化センター
問美術サークル石の会、池田 ☎090‐5180‐2347

◆入場料の記載のないものは無料（有料でも協賛者
証持参の方は無料）。

【裏千家市民芸術祭茶会】
日時／11月8日㈰午前10時～午後2時30分（受け付けは
午後2時まで） ▼場所／出羽遊心館 ▼入場料／800円
問（一社）茶道裏千家淡交会庄内支部酒田地区、成澤 
☎22‐3840

【第49回民謡まつり】
日時／11月8日㈰午後1時～4時 ▼場所／希望ホール

▼入場料／500円
問酒田民謡愛好会、髙橋 ☎75‐3944

【第3回酒田の狂言公演】
日時／11月8日㈰午後2時～3時45分 ▼場所／松山城
址館
問三人の会、斎藤 ☎62‐2240

【吉続舞踊学園 現代舞踊公演】
日時／11月15日㈰午後1時30分～4時 ▼場所／希望
ホール ▼入場料／1,000円
問吉続舞踊学園、吉続 ☎0235‐22‐5968

　

本
市
で
は
、
青
少
年
に
関
わ
る
41
団

体
が
加
入
し
て
い
る
「
酒
田
市
青
少
年

を
伸
ば
そ
う
市
民
会
議
」
を
中
心
に
し

て
「
大
人
が
変
わ
れ
ば
子
ど
も
も
変
わ

る
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
青
少
年
の
健
全

な
育
成
と
環
境
の
浄
化
活
動
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

同
会
議
で
は
、
青
少
年
健
全
育
成
県

民
会
議
と
共
に
毎
月
第
３
日
曜
日
を

「
家
庭
の
日
」
と
し
、
家
庭
の
素
晴
ら

し
さ
を
見
つ
め
直
す
た
め
の
運
動
を
進

め
て
い
ま
す
。

月
ご
と
の
推
進
テ
ー
マ
を
紹
介
し
ま
す

　

下
記
の
テ
ー
マ
を
参
考
に
し
て
、
わ

が
家
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
テ
ー
マ
を
家
族
み

ん
な
で
作
り
「
温
か
く
思
い
や
り
の
あ

る
家
庭
づ
く
り
」
を
考
え
て
み
て
は
い

か
が
で
す
か
。

　

子
ど
も
や
若
者
が
健
や
か
に
育
ち
、

円
滑
な
社
会
生
活
を
送
る
に
は
、
家
庭

を
は
じ
め
地
域
、
学
校
な
ど
社
会
全
体

で
の
協
力
が
大
切
で
す
。
私
た
ち
一
人

一
人
の
力
で
、
未
来
の
あ
る
子
ど
も
た

ち
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

11
月

働
く
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ

12
月

家
族
み
ん
な
で
協
力
し
、仕
事

を
互
い
に
分
担
し
て
助
け
合
う

１
月

新
し
い
年
を
迎
え
、一
年
の
計

画
を
立
て
る

２
月

寒
さ
に
負
け
な
い
心
と
体
を
つ

く
る

３
月

学
期
の
節
目
を
迎
え
、一
年
間

の
子
ど
も
の
成
長
を
願
う

４
月

社
会
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
身

に
付
け
る

５
月

家
族
で
一
緒
に
過
ご
す
時
間
を

増
や
す

６
月

家
族
み
ん
な
で
自
然
に
親
し
む

７
月

夏
休
み
の
交
通
事
故
や
水
の
事

故
、子
ど
も
の
非
行
を
防
ぐ

８
月

地
域
の
人
々
と
ふ
れ
あ
い
、交

流
を
深
め
る

９
月

お
年
寄
り
を
敬
い
、お
互
い
を

思
い
や
る

10
月

家
族
で
健
康
づ
く
り
を
始
め
る

●
お
問
い
合
わ
せ
／
市
社
会
教
育
課
管
理
係 

☎
２
４
‐
２
９
９
２

11
月
は
全
国
子
ど
も・若
者
育
成
支
援
強
調
月
間

一
緒
に
見
守
ろ
う 

子
ど
も
た
ち
の
未
来
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●お問い合わせ／市子育て支援課家庭支援係 ☎26‐5734

11月は児童虐待防止推進月間
「もしかして」 あなたが救う 小さな手

子どもへの虐待とは
　児童虐待とは、親や親に代わる保護者などが子どもの
身体や心を傷つけることをいいます。
●虐待の種類

【身体的虐待】殴る、蹴る、激しく揺さぶる、やけどを負わ
せる、溺れさせるなど

【ネグレクト】家に閉じ込める、食事を与えない、ひどく
不潔にする、自動車の中に放置する、重い病気になって
も病院に連れて行かないなど

【心理的虐待】言葉による脅し、無視、きょうだい間での
差別的扱い、子どもの目の前で家族に対して暴力をふる
うなど

【性的虐待】子どもへの性的行為、性的行為を見せる、ポ
ルノグラフィの被写体にするなど
●こんなことも虐待です
　保護者以外の同居人が子どもに暴力を振るっている
のをお父さんやお母さんが知っていて、そのままにして
いるのも虐待です。

しつけと虐待
　しつけと称して体罰を正当化していませんか。暴力は
歯止めがきかなくなってエスカレートしていく危険性
があり、ときに子どもの命にかかわる事故につながるこ
とがあります。保護者にとってはしつけのつもりでも、
子どもにとって有害であれば、それは虐待です。

困ったときは、まず相談を
　子どものしつけ、発育・発達、近所から聞こえる泣き声
など、子育てに関する悩みや不安を一人で抱えず、相談
してください。
●児童虐待や育児に関する相談窓口（子育て支援課）

本市の取り組み
　虐待を受けている子どもの早期発見、保護者への子育
て支援を行うため、本市では「要保護児童対策地域協議
会」を設置し関係機関が連携して対応しています。
●里親を募集しています
　さまざまな事情で親と生活できない子どもたちが増
えています。その子どもたちを家庭に迎え入れ、健やか
に育んでくれる里親を募集しています。詳しくは、児童
相談所または市子育て支援課へ問い合わせてください。

　虐待を受けたと思われる子どもを見つけたときは児童相談所や市へ連絡してください。子どもを守るための
大きな一歩です。

●お問い合わせ／市環境衛生課管理係 ☎31‐0933災害廃棄物の処理に関する測定結果について
　市では、平成24年12月28日をもって災害廃棄物の受け入れを終了しましたが、酒田地区広域行政組合最終処分場（埋立地）および周辺地域に
おける放射線量などの測定を継続し、安全性を確認しています。測定結果は下表の通りです。この結果は、市ホームページでも公表しています。
1．最終処分場における測定結果
⑴地下水、放流水の放射性物質濃度 単位：ベクレル／リットル 空間放射線量率　 単位：マイクロシーベルト／時間

※1 基準値／「災害廃棄物等の山形県内への受け入れに関する基本的な
考え方」に示されている値
※2 バックグラウンド／自然放射線量を示し、敷地内で災害廃棄物の影
響を受けない十分に離れた地点

⑵空間放射線量率 単位：マイクロシーベルト／時間

月日 試料名 セシウム134 セシウム137 合計 基準値※1

10／15
地下水上流 不検出 不検出 不検出

（セシウム134濃度÷60）＋
（セシウム137濃度÷90）≦1地下水下流 不検出 不検出 不検出

放流水 不検出 不検出 不検出

測定地点（高さ1㍍） 9／29 10／15 基準値※1

大平公会堂 0.05 0.05 0.19以下

測定地点（高さ1㍍） 9／24 9／28 10／5 10／13 10／19 基準値※1

敷地境界(4地点) 0.04～0.05 0.04～0.05 0.04～0.05 0.05～0.06 0.04～0.05
0.19以下

バックグラウンド※2 0.05 0.05 0.05 0.06 0.05

2．最終処分場周辺地域における測定結果

連絡先 場所 電話 受付時間

子育て支援課
市役所1階

26‐5734 月曜～金曜日の8：30～17：15
◆夜間、休日は市役
所宿直室 ☎22‐5111家庭児童相談室 24‐0981

交流ひろば 中町三丁目 26‐5613
12／29～1／3以外
無休
9：00～17：00

酒田子育て支援センター 松陵保育園内 33‐2444
月曜～金曜日の
8：30～17：15
土曜日
8：30～12：00

八幡子育て支援センター 八幡保育園内 28‐8032
月曜～金曜日の
9：00～16：00平田子育て支援センター 平田保育園内 61‐7228

松山子育て支援センター 松山保育園内 61‐4821
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千歳あめって長寿の願いが込められてるんだよ

●お問い合わせ／市社会教育課社会教育係 ☎24‐2993

酒田市合併10周年記念事業
私たちを励ます吉野弘のことば
日時／12月20日㈰ 午後2時開演（1時30分開場）
場所／公益ホール（飯森山三丁目）

【第一部】
朗読／私が選ぶ吉野弘作品
講演／こころの声を「聴く力」
講師／山根基世氏（アナウンサー・元ＮＨＫアナウンス室長・「世界
一受けたくなる授業」使いたくなるステキな日本語 先生役など）

【第二部】
インタビュートーク「父、吉野弘像」
スペシャルゲスト／吉野弘氏の長女 久保田奈々子氏、
　　　　　　　　　次女 梅原万奈氏
インタビュアー／山根基世氏

【参加申込方法（全席自由）】
11月2日㈪～30日㈪（当日消印有効）、往復はがきに住所、氏名、電話番号、希望人数（はがき1枚につき2人まで）を
記入し、〒998‐0034 酒田市中央西町2-59 酒田市教育委員会社会教育課へ
◆応募多数の場合は抽選。同じ方の複数の応募は無効とします。

吉野弘さん プロフィール
大正15年、山形県酒田市に生まれる。昭和17年、旧制酒田市立商業高
等学校卒業。昭和27年「詩

し

學
がく

」への投稿を機に詩を書き始める。代表
作には、結婚披露宴のスピーチで引用され広く知られる「祝婚歌」を
はじめ、国語の教科書にも掲載された「夕焼け」「I

アイ

 w
ワズ 

as b
ボ ー ン

orn」「虹の足」
などがあり、何気ない人々の暮らしや、自然の移り変わりなどを題材に、
豊かな感性で愛と優しさにあふれる詩を書いた。主な詩集に「消息」「幻・
方法」「10ワットの太陽」「感傷旅行」「北入曽」「自然渋滞」などがある。
平成26年1月に逝去。

山根基世さん プロフィール
昭和23年、山口県生まれ。早稲田大学文学部卒業後、ＮＨＫに入局。平成17年、
女性として初のアナウンス室長。平成19年、ＮＨＫ退職。現在は子どもの言
葉を育てる活動を続けている。また文字・活字文化推進機構にて「山根基世
の朗読指導者養成講座」を開講中。TBSドラマ「半沢直樹」でナレーション
を担当。平成12年・放送文化基金賞、平成20年・前島賞（逓信協会）、平成21年・
徳川夢声市民賞受賞。雑誌「明日の友」のエッセイのなかで「吉野弘さんの
〈I was born〉という詩に出会ったときの衝撃は忘れません」と綴り、吉野
弘著「詩の楽しみ」を紹介している。
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場
所
／
市
役
所
５
０
２
号
室
▼
設
置
台

数
・
場
所
／
２
台
・
市
役
所
新
庁
舎
１

階
▼
申
し
込
み
／
11
月
２
日
㈪
〜
13
日

㈮
（
土
曜
・
日
曜
日
、祝
日
を
除
く
）
に
、

所
定
の
申
込
書
に
必
要
な
書
類
を
添
え

て
市
役
所
３
階
管
財
課
管
財
係
へ

◆
入
札
案
内
書
（
説
明
書
、
申
込
書
、

物
件
調
書
）
は
同
課
に
あ
る
ほ
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

問
市
管
財
課
管
財
係 

☎
２
６‐５
７
０
９

図
書
館
の
休
館

　

図
書
館
シ
ス
テ
ム
の
バ
ー
ジ
ョ
ン

ア
ッ
プ
作
業
に
伴
い
、
次
の
通
り
休
館

し
ま
す
。
ま
た
休
館
中
は
図
書
館
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

休
館
日
／
11
月
９
日
㈪
〜
11
日
㈬
▼
休

館
す
る
図
書
館
／
中
央
図
書
館
、
児
童

図
書
室
、
八
幡
分
館
、
ひ
ら
た
図
書
セ

ン
タ
ー
、
松
山
分
館

問
中
央
図
書
館 

☎
２
４
‐
２
９
９
６

平
成
27
年
分
年
末
調
整
等
説
明
会

日
時
・
場
所
／
11
月
17
日
㈫
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分
・
公
益
ホ
ー
ル
、
19

日
㈭
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
・
ひ

ら
た
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
／
給
与

事
務
担
当
者
な
ど
▼
内
容
／
年
末
調
整
、

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
、
給
与
支
払

報
告
書
の
記
載
方
法
な
ど

問
酒
田
税
務
署
法
人
課
税
部
門 

☎
３

お
知
ら
せ

各
種
手
当
の
お
知
ら
せ

　

11
月
は
次
の
手
当
の
支
給
月
で
す
。

手
当
は
該
当
す
る
方
の
口
座
に
振
り
込

ま
れ
ま
す
。

問
市
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係 

☎
２
６
‐

５
７
３
３

児
童
扶
養
手
当
現
況
届
の
提
出
は

お
済
み
で
す
か

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
て
、

７
月
末
に
送
付
さ
れ
た
現
況
届
を
提
出

し
て
い
な
い
方
は
至
急
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
11
月
末
ま
で
に
提
出
が
な
い
場

合
、
12
月
10
日
㈭
の
支
払
い
が
一
時
差

し
止
め
と
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

問
市
子
育
て
支
援
課
家
庭
支
援
係 

☎

２
６
‐
５
７
３
４

入
札
に
よ
る
自
動
販
売
機
の
設
置

　

市
施
設
へ
の
自
動
販
売
機
（
清
涼
飲

料
水
）
の
設
置
事
業
者
を
一
般
競
争
入

札
に
よ
り
選
定
し
ま
す
。

入
札
日
時
／
11
月
24
日
㈫
午
前
10
時
▼

３
‐
１
４
５
０
、
市
税
務
課
市
民
税
係 

☎
２
６
‐
５
７
１
２
〜
５
７
１
４

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
の

登
録
更
新

更
新
申
請
期
間
／
11
月
２
日
㈪
〜
30
日

㈪
▼
申
請
受
付
場
所
／
市
下
水
道
課

（
酒
田
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
、東
泉

町
二
丁
目
）▼
対
象
／
山
形
県
下
水
道

協
会
に
登
録
し
て
い
る
責
任
技
術
者
で
、

登
録
の
有
効
期
限
が
平
成
28
年
１
月
31

日
ま
で
の
方
▼
必
要
な
手
続
き
／
登
録

更
新
の
申
請
、更
新
講
習
会
の
受
講

◆
詳
し
く
は
市
下
水
道
課
普
及
調
査
係 

☎
２
６
‐
３
７
３
４
へ
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

今
年
度
の
宝
く
じ
助
成
事
業

   

（
一
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
宝
く

じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
実
施

す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
は
、
宝

く
じ
の
受
託
事
業
収
入
を
財
源
と
し
て

地
域
の
振
興
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
毎
年
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振

興
会
な
ど
の
要
望
に
基
づ
き
、
備
品
整

備
な
ど
の
各
種
事
業
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
を
活
用
し
て
い
ま
す
。
今
年

度
は
次
の
通
り
備
品
を
整
備
し
ま
し
た
。

【
郡
鏡
・
山
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
会
】

¡

ワ
ン
タ
ッ
チ
テ
ン
ト
２
張 ¡

テ
ン

ト
ウ
エ
ー
ト
８
個 ¡
発
電
機
１
台 ¡

脚
折
り
畳
み
テ
ー
ブ
ル
15
台 ¡

脚
折

り
畳
み
座
卓
15
台 ¡

会
議
イ
ス
30
脚  

¡

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
１
台 ¡

音
響
機

器
一
式
（
ワ
イ
ヤ
レ
ス
ア
ン
プ
１
台
、

チ
ュ
ー
ナ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
１
個
、
マ
イ
ク

２
本
） ¡

液
晶
テ
レ
ビ
１
台 ¡

シ
ア

タ
ー
ラ
ッ
ク
１
台 ¡

掃
除
機
１
台 ¡

カ
ラ
オ
ケ
１
台 ¡

オ
ー
ブ
ン
レ
ン
ジ

１
台

【
大
沢
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
会
】

¡

パ
ソ
コ
ン
２
台 ¡

プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
１
台 

・
カ
ラ
オ
ケ
シ
ス
テ
ム
一
式

（
カ
ラ
オ
ケ
１
台
、
カ
ラ
オ
ケ
Ｄ
Ｖ
Ｄ

１
セ
ッ
ト
、
液
晶
モ
ニ
タ
ー
ス
タ
ン
ド

１
台
） ¡

液
晶
テ
レ
ビ
１
台 ¡

指
揮
台

１
台 ¡

タ
ー
ゲ
ッ
ト
ゲ
ー
ム
１
セ
ッ

ト ¡

輪
投
げ
１
セ
ッ
ト ¡

ビ
ー
ン
ボ

ウ
リ
ン
グ
２
セ
ッ
ト ¡

ボ
ウ
リ
ン
グ

レ
ー
ン
２
セ
ッ
ト ¡

ワ
ン
タ
ッ
チ
テ

ン
ト
１
張 ¡

カ
メ
ラ
一
式
（
本
体
１

台
、
レ
ン
ズ
１
個
、

ス
ピ
ー
ド
ラ
イ

ト
１
個
） ¡

除
雪

機
（
本
体
、
サ
イ

ド
カ
ッ
タ
ー
、
カ

バ
ー
）
１
台

問
市
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
地
域
づ
く
り

係 

☎
２
６
‐
５
７
２
５

平
成
28
年
版
「
明
る
い
暮
ら
し
の

家
計
簿
」販
売

販
売
開
始
日
時
／
11
月
４
日
㈬
午
前
９

時
〜
▼
場
所
／
市
役
所
地
下
売
店
▼
価

手　

当

支
給
日

特
別
障
害
者
手
当
、障
害
児

福
祉
手
当
と
福
祉
手
当

（
経
過
措
置
分
）

11
月
10
日
㈫

特
別
児
童
扶
養
手
当

11
月
11
日
㈬
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観
づ
く
り
に
関
心
が
あ
り
、
平
日
の
日

中
の
会
議
に
出
席
で
き
る
方
（
原
則
と

し
て
市
の
審
議
会
、
委
員
会
な
ど
の
委

員
に
な
っ
て
い
な
い
方
）
▼
募
集
人

数
／
２
人
▼
内
容
／
景
観
に
配
慮
し

た
、
潤
い
の
あ
る
快
適
な
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
審
議
を
行
う
▼
任
期
／
委
嘱

の
日
か
ら
２
年
間
▼
開
催
予
定
／
年
３

回
程
度
▼
報
酬
／
市
の
規
定
に
よ
る
▼

申
し
込
み
／
11
月
19
日
㈭
（
必
着
）
ま

で
、
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
〒
９
９
８
‐
８
５
４
０
（
住
所
不

要
）
市
都
市
計
画
課
都
市
計
画
係
へ
郵

送
、
持
参
ま
た
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
Ｅ

メ
ー
ル 

6
２
６
‐
６
４
８
２
、
Ｅ
メ
ー

ルtoshikei@
city.sakata.lg.jp

◆
申
込
用
紙
は
市
役
所
３
階
都
市
計
画

課
に
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◆
選
考
結
果
は
本
人
宛
て
に
通
知
し
ま
す
。

問
市
都
市
計
画
課
都
市
計
画
係 

☎
２

６
‐
５
７
４
６

交
通
安
全
専
門
指
導
員

対
象
／
本
市
在
住
で
普
通
自
動
車
免
許

を
有
し
、12
月
１
日
㈫
〜
勤
務
可
能
な

方
▼
募
集
人
員
／
１
人
▼
業
務
内
容
／

幼
稚
園
・
保
育
園
な
ど
で
の
幼
児
へ
の

交
通
安
全
指
導
、か
も
し
か
ク
ラ
ブ
の

指
導
育
成
、高
齢
者
の
交
通
安
全
教
室

開
催
、そ
の
他
交
通
安
全
指
導
、啓
発
全

般
▼
勤
務
時
間
／
月
曜
〜
金
曜
日
の
午

格
／
５
３
０
円
（
税
込
み
）
▼
部
数
／

先
着
35
部
（
電
話
予
約
可
）
▼
申
し
込

み
／
市
役
所
地
下
売
店
へ 

☎
２
２
‐
５

１
１
１
（
内
線
２
０
５
）

募
　
集

第
１
回
市
長
と
語
ろ
う
！

若
者
交
流
会
参
加
者

　

市
長
と
地
域
の
若
者
が
直
接
意
見
交

換
を
行
う
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。
第

１
回
の
テ
ー
マ
は
「
観
光
」。
酒
田
の

観
光
を
い
か
に
盛
り
上
げ
る
か
、
座
談

会
形
式
で
建
設
的
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し

合
い
ま
せ
ん
か
。

日
時
／
11
月
27
日
㈮
午
後
６
時
〜

８
時
▼
場
所
／
公
益
研
修
セ
ン

タ
ー
内
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

「U

ア

ン

ダ

ー

バ

ー

N
D

ERBA
R

」（
飯
森
山
三
丁
目
）

▼
対
象
／
18
歳
〜
40
歳
の
方
▼
定
員
／

先
着
20
人
▼
費
用
／
無
料
▼
申
し
込
み

／
11
月
24
日
㈫
ま
で
に
、
イ
ベ
ン
ト

Ｗウ

ェ

ブ
Ｅ
Ｂ
フ
ォ
ー
ム
（https://goo.gl/

q985ok

）
へ
入
力

問
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
スUN

DERBAR 

☎
４
３
‐
６
９
０
１

◆
詳
し
く
は
東
北
公
益
文
科
大
学
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

市
景
観
審
議
会
の
委
員

対
象
／
本
市
在
住
の
18
歳
以
上
で
、
景

前
９
時
〜
午
後
４
時（
土
曜
・
日
曜
日
勤

務
、時
間
外
勤
務
の
場
合
あ
り
）▼
雇
用

期
間
／
12
月
１
日
〜
平
成
28
年
３
月
31

日（
更
新
す
る
場
合
あ
り
）▼
報
酬
／
市

の
基
準
に
よ
る
▼
選
考
方
法
／
書
類
審

査
、面
接
▼
申
し
込
み
／
11
月
16
日
㈪

（
必
着
）ま
で
、自
筆
履
歴
書
に
写
真
を

貼
り
、応
募
の
動
機（
８
０
０
字
程
度
）

を
添
え
、〒
９
９
８
‐
８
５
４
０（
住
所

不
要
）市
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
市
民
相

談
室
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

問
市
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
市
民
相
談
室 

☎
２
６
‐
５
７
２
６

初
心
者
の
た
め
の
フ
ッ
ト
サ
ル

講
座
参
加
者

日
時
／
11
月
24
日
、
12
月
１
日
、
８
日

の
火
曜
日
午
後
７
時
〜
９
時
（
全
３

回
）
▼
場
所
／
市
国
体
記
念
体
育
館
▼

対
象
／
本
市
、
三
川
町
、
庄
内
町
、
遊

佐
町
在
住
ま
た
は
勤
務
先
の
あ
る
高
校

生
〜
39
歳
の
方
▼
定
員
／
先
着
20
人
▼

講
師
／
フ
ッ
ト
サ
ル
チ
ー
ム
Ｈ
Ｍ
Ｄ
監

督 

伊
藤
好
晃
氏
▼
費
用
／
８
０
０
円

（
受
講
料
、
保
険
料
）
▼
申
し
込
み
／

11
月
10
日
㈫
午
前
８
時
30
分
〜
総
合
文

化
セ
ン
タ
ー
窓
口
へ
費
用
を
添
え
て
直

接
（
電
話
申
し
込
み
不
可
）

問
市
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係 

☎
２

４
‐
２
９
９
３

酒田市雇用創造協議会 セミナー受講生募集
●お問い合わせ／酒田市雇用創造協議会事務局 ☎43‐8755（平日8：30～17：00）

会場・駐車場／申し込み時に必ず確認してください ▼対象／市内企業に就職や転職を希望する方、または本市で起業を検討している方（在職中の方も可）で、各セミナーを全日程受講
可能な方 ▼定員／各セミナー先着10人～20人（最少開催人数4人） ▼申し込み／同協議会事務局へ ☎43‐8755 622‐7522 Eメールsakata-koyou@bz04.plala.or.jp

セミナー名 開催日 時間 内　容 申込締切

BPO産業トライアルセミナー 11／9㈪～11㈬ 9：00～
15：00

¡庄内地方初の「ＢＰＯ産業」を紹介するとともに、最終日は会社見学も実施
¡発音、言葉づかい、会話と傾聴、パソコン操作など基本スキルの習得 11／5㈭

初心者OK ！ 自己流解消！
ビジネスマナー＆パソコン
基礎セミナー

①11／12㈭、13㈮
②11／24㈫、25㈬

9：00～
15：00

¡業種を問わず通用するビジネスマナーを習得
¡パソコンスキルを基礎から身に付ける

①11／10㈫
②11／19㈭

Excel2013仕事のスゴ技
関数テクニックセミナー 11／16㈪～18㈬ 10：00～

16：00

¡知っていると業務効率が抜群に上がるExcelの「応用操作と関数」に特化したセ
ミナー

¡関数による自動集計表や分析資料の作成演習を通して実用的なスキルを習得
11／12㈭
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小
学
１
年
〜
３
年
生
と
そ
の
保
護
者
▼

内
容
／
「
も
し
ぇ
の
ん
」「
あ
の
の
ん
」

の
お
に
ぎ
り
づ
く
り
▼
講
師
／
森
屋

久
美
子
氏
▼
定
員
／
①
先
着
16
人 

②

先
着
12
組
▼
費
用
／
一
人（
②
は
一
組
）

６
０
０
円
（
材
料
代
、
保
険
料
）
▼
申

し
込
み
／
11
月
10
日
㈫
午
前
10
時
〜
総

合
文
化
セ
ン
タ
ー
窓
口
へ
費
用
を
添
え

て
直
接
（
電
話
申
し
込
み
不
可
）

問
市
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係 

☎
２

４
‐
２
９
９
３

ひ
ら
た
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器
具
利
用
講
習
会

日
時
／
12
月
７
日
㈪
午
後
７
時
〜
９
時
、

８
日
㈫
午
前
９
時
〜
11
時
▼
場
所
／
ひ

ら
た
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
／
高
校

生
以
上
▼
定
員
／
各
日
先
着
20
人
▼
持

ち
物
／
筆
記
用
具
、
内
ズ
ッ
ク
▼
費
用

／
５
１
０
円
▼
申
し
込
み
／
開
催
日
前

日
ま
で
電
話
で
平
田
総
合
支
所
地
域
振

興
課
健
康
福
祉
係
へ 

☎
５
２
‐
３
９
１
１

「
お
金
の
大
切
さ
を
ゲ
ー
ム
で

学
ぼ
う
」参
加
者

日
時
／
11
月
28
日
㈯
午
後
１
時
〜
３
時

▼
場
所
／
交
流
ひ
ろ
ば
▼
対
象
／
小
学

４
年
〜
６
年
生
と
そ
の
保
護
者
▼
定
員

／
先
着
15
組
▼
内
容
／
英
語
を
使
っ
た

ゲ
ー
ム
で
遊
び
な
が
ら
お
金
の
大
切
さ

を
楽
し
く
学
ぶ
▼
講
師
／ 

ジ
ョ
ン
・

ロ
ー
ウ
ェ
ン
氏
（
カ
ナ
ダ
出
身
）
▼
費

お
し
ゃ
べ
り
く
ら
ぶ
で
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

あ
っ
っ
ぷ
！
Ｐパ

ー

ト

ａ
ｒ
ｔ
４

－ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
体
験
＆
交
流
会

－

日
時
／
12
月
５
日
㈯
午
後
２
時
〜
５
時

▼
場
所
／
交
流
ひ
ろ
ば
▼
対
象
／
お
お

む
ね
30
代
の
独
身
の
方
▼
定
員
／
男

女
各
８
人
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽

選
。
は
ん
だ
付
け
の
経
験
が
あ
る
男
性

歓
迎
）
▼
内
容
／
フ
ッ
ト
ラ
ン
プ
の
制

作
▼
講
師
／
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
彩 

代

表 

菅
原
喜
佐
子
氏
▼
費
用
／
２
千
５

０
０
円
（
本
市
在
住
の
方
は
５
０
０
円

引
き
）
▼
申
し
込
み
／
11
月
26
日
㈭
ま

で
住
所･

氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）･

性
別
・

年
齢
・
携
帯
電
話
番
号
・
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
を
記
載
し
、
市
結
婚
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
へ 

Ｅ
メ
ー
ルkekkon-sc@

city.sakata.lg.jp

◆
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
メ
ー
ル
を

受
信
で
き
る
よ
う
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
詳
し
く
は
同
セ
ン
タ
ー 

☎
２
６
‐
５

６
１
２
へ
問
い
合
わ
せ
る
か
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

｢

か
ん
た
ん
！
か
わ
い
い
！
デ
コ
お
に

ぎ
り
つ
く
っ
ち
ゃ
お
♪｣

講
座
受
講
生

期
日
／
①
11
月
21
日
㈯ 

②
11
月
29
日

㈰
▼
時
間
／
午
前
９
時
30
分
〜
正
午
▼

場
所
／
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
／

本
市
お
よ
び
三
川
町
、
庄
内
町
、
遊
佐

町
在
住
の
①
小
学
４
年
〜
６
年
生 

②

用
／
無
料
▼
申
し
込
み
／
11
月
９
日
㈪

〜
市
国
際
交
流
サ
ロ
ン
へ 

☎
２
６
‐
５

６
１
５ 

6
２
６
‐
５
６
１
７ 

Ｅ
メ
ー
ル

kokusai@
city.sakata.lg.jp

緑
環
境
税
活
用
事
業

秋
の
森
林
教
室
Ⅱ（
き
の
こ
の
森
づ

く
り
＆
ど
ん
ぐ
り
植
隊
）参
加
者

日
時
／
11
月
７
日
㈯
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
３
時
▼
集
合
場
所
／
東
平
田
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
／

ど
な
た
で
も
▼
定
員
／
先
着
15
人
▼
内

容
／
緑
の
少
年
団
と
の
合
同
活
動
、
野

生
き
の
こ
の
収
穫
、
判
定
解
説
、
き
の

こ
の
植
菌
体
験
、
ど
ん
ぐ
り
の
植
樹
▼

持
ち
物
／
動
き
や
す
い
服
装
、
雨
具
、

飲
み
物
▼
費
用
／
無
料
▼
申
し
込
み
／

11
月
５
日
㈭
午
前
11
時
ま
で
市
農
林
水

産
課
内
さ
か
た
木
づ
か
い
夢
ネ
ッ
ト
事

務
局
へ 

☎
２
６
‐
５
７
５
３ 

6
２
６
‐

６
４
８
３

普
通
救
命
講
習
会
参
加
者

日
時
／
12
月
６
日
㈰
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
０
時
30
分
▼
場
所
／
ひ
ら
た
タ
ウ

ン
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
／
ど
な
た
で
も
▼

定
員
／
先
着
30
人
▼
内
容
／
心
肺
蘇
生

法
、
大
出
血
時
の
止
血
法
、
学
科
と
実

技
、自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）

の
使
い
方
▼
講
師
／
応
急
手
当
指
導
員

▼
持
ち
物
な
ど
／
筆
記
用
具
、
動
き
や

す
い
服
装
▼
費
用
／
５
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
、
教
材
費
）
▼
申
し
込
み
／
11

月
20
日
㈮
ま
で
酒
田
地
区
広
域
行
政
組

合
消
防
署 

☎
２
３
‐
３
１
３
１
ま
た
は

最
寄
り
の
消
防
署
へ

◆
申
込
書
は
最
寄
り
の
消
防
署
に
あ
る

ほ
か
、
同
署
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

甲
種・乙
種
防
火
管
理
新
規
講
習
会

受
講
者

日
時
／
12
月
９
日
㈬
午
前
10
時
〜
午
後

４
時
15
分
（
受
け
付
け
は
午
前
９
時
30

分
〜
）、
10
日
㈭
午
前
９
時
〜
午
後
４

時
の
２
日
間
（
乙
種
防
火
管
理
講
習
は

９
日
の
み
）
▼
場
所
／
酒
田
勤
労
者
福

祉
セ
ン
タ
ー
（
緑
町
）
▼
対
象
／
次
の

条
件
に
該
当
す
る
事
業
所
の
管
理
、
監

督
的
な
立
場
に
あ
る
方
【
甲
種
防
火
管

理
新
規
講
習
】¡

10
人
以
上
の
自
力
避

難
困
難
者
が
入
所
す
る
小
規
模
福
祉
施

設 ¡

延
べ
面
積
が
３
０
０
平
方
㍍
以

上
で
30
人
以
上
収
容
す
る
店
舗
、
ホ
テ

ル
、
飲
食
店
な
ど ¡

延
べ
面
積
が
５

０
０
平
方
㍍
以
上
で
50
人
以
上
収
容
す

る
学
校
、
事
務
所
な
ど
【
乙
種
防
火
管

理
講
習
】 ¡

延
べ
面
積
が
３
０
０
平
方

㍍
未
満
で
30
人
以
上
収
容
す
る
事
業
所
、

飲
食
店
、
店
舗
な
ど ¡

延
べ
面
積
が

５
０
０
平
方
㍍
未
満
で
50
人
以
上
収
容

す
る
学
校
、
事
務
所
な
ど
▼
費
用
／
３

千
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）
▼
申
し
込
み
／

11
月
25
日
㈬
ま
で
酒
田
地
区
広
域
行
政
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鼓
ク
ラ
ブ
、
Ｋ
Ｐ
Ｇ
、
十
坂
小
学
校
ス

ク
ー
ル
バ
ン
ド
、
松
原
小
学
校
金
管
バ

ン
ド
、
平
田
小
学
校
全
校
合
唱
、
第
二

中
学
校
合
唱
愛
好
会
・
吹
奏
楽
部
、
鶴

岡
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
蕨
岡
小

学
校
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
、
南
平
田
小

学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ン
ド
（
順
不
同
）
▼

費
用
／
無
料

問
希
望
ス
テ
ー
ジ
発
表
会
２
０
１
５
実

行
委
員
会
事
務
局
（
南
平
田
小
学
校
） 

☎
５
２
‐
２
０
０
９

子
ど
も
を
守
る
た
め
の
フ
ィ
ル
タ

リ
ン
グ
活
用
法

－上
手
な
ス
マ
ホ

の
つ
き
あ
い
方

－

日
時
／
11
月
29
日
㈰
午
後
２
時
30
分
〜

４
時
20
分
▼
場
所
／
公
益
ホ
ー
ル
（
飯

森
山
三
丁
目
）
▼
対
象
／
ど
な
た
で
も

▼
内
容
／
子
ど
も
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

被
害
か
ら
守
る
方
法
を
解
説
▼
講
師
／

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ツ
㈱ 
工
藤
陽
介
氏
▼
費

用
／
無
料
▼
申
し
込
み
／
当
日
会
場
へ

問
市
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係 
☎
２

４
‐
２
９
９
３

ま
つ
や
ま
産
業
フ
ェ
ア
２
０
１
５

日
時
／
11
月
８
日
㈰
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
２
時
30
分
▼
場
所
／
松
山
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
▼
内
容
／
子
ど
も
餅

つ
き
大
会
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
大
抽
選

会
、
地
元
商
店
に
よ
る
売
店
、
緑
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
な
ど

【
荻
野
流
砲
術
演
武
】

日
時
／
11
月
８
日
㈰
午
後
１
時
〜
▼
場

所
／
松
山
歴
史
公
園
多
目
的
広
場

◆
Ｊ
Ａ
ま
つ
り
を
同
時
開
催
し
ま
す
。

問
ま
つ
や
ま
産
業
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会

（
松
山
総
合
支
所
建
設
産
業
課
内
） 

☎

６
２
‐
２
６
１
１

食
の
都
庄
内
フ
ェ
ア

日
時
／
11
月
15
日
㈰
午
前
10
時
30
分
〜

午
後
３
時
▼
場
所
／
な
の
花
ホ
ー
ル

（
三
川
町
）▼
内
容
／「
食
の
都
庄
内
」親

善
大
使
・
庄
内
浜
文
化
伝
道
師
に
よ
る

振
る
舞
い
、ゆ
る
キ
ャ
ラ
大
集
合
、新
た

な
６
次
産
業
化
製
品
な
ど
の
試
食
販
売

ほ
か（
庄
内
産
直
ま
つ
り
同
時
開
催
）

問
「
食
の
都
庄
内
」
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
会

議（
庄
内
総
合
支
庁
産
業
経
済
企
画
課
） 

☎
０
２
３
５
‐
６
６
‐
５
４
９
０

講
演
会「
在
来
野
菜
と
地
方
創
生

－

升
田
か
ぶ
を
地
域
づ
く
り
に
ど
う

生
か
す
か
！

－」

日
時
／
11
月
14
日
㈯
正
午
〜
午
後
2
時

▼
場
所
／
升
田
自
治
会
館
（
升
田
）
▼

内
容
／
在
来
野
菜
「
升
田
か
ぶ
」
の
試

食
お
よ
び
講
演
会
▼
講
師
／
山
形
大
学

農
学
部
教
授 

平
智
氏
▼
費
用
／
無
料

▼
申
し
込
み
／
当
日
会
場
へ

問
八
幡
地
域
在
来
野
菜
を
守
り
育
て
る

会
事
務
局
（
八
幡
建
設
産
業
課
内
） 

☎

６
４
‐
３
１
１
５

ひ
ら
た
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
す
ま
い
る
の
催
し

【
す
ま
い
る
名
作
映
画
鑑
賞
会
】
期
日
・

内
容
／
11
月
４
日
㈬
「
友
情
」、
11
月

８
日
㈰
・「
死
刑
台
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
」、

11
日
㈬
・「
秋
日
和
」、
11
月
18
日
㈬
・

「
真
夜
中
の
カ
ウ
ボ
ー
イ
」、
11
月
25
日

㈬
・「
男
は
つ
ら
い
よ
」
▼
時
間
／
午

後
１
時
30
分
〜
▼
費
用
／
無
料 

【
う
た

ご
え
喫
茶
】
日
時
／
11
月
９
日
㈪
午
後

７
時
〜
▼
費
用
／
４
０
０
円

問
す
ま
い
る 

☎
５
２
‐
３
１
３
０

展
　
示

酒
田
市
美
術
館

☎
３
１‐０
０
９
５

◆
第
70
回
県
美
展
酒
田
巡
回
展 

第
57
回

こ
ど
も
県
展
﹇
11
月
４
日
㈬
〜
９
日
㈪
﹈

◆
池
田
修
三
木
版
画
展
﹇
11
月
15
日
㈰

〜
12
月
23
日
㈷
﹈（
裏
表
紙
参
照
）

土
門
拳
記
念
館

☎
３
１‐０
０
２
８

11
月
ま
で
無
休

12
月
〜
月
曜
日
休
館

◆
土
門
拳
没
後
25
年 

ぼ
く
の
好
き
な

も
の 

◆
筑
豊
の
こ
ど
も
た
ち
﹇
12
月

27
日
㈰
ま
で
﹈

ひ
ら
た
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー

☎
５
２‐３
９
１
１

◆
清
野
勝
博
水
彩
画
展
﹇
11
月
２
日
㈪

〜
12
月
31
日
㈭
﹈

組
合
消
防
本
部
予
防
課
予
防
指
導
係
へ 

☎
６
１
‐
７
１
１
３

◆
30
人
以
上
収
容
す
る
雑
居
ビ
ル
な
ど

は
、
全
て
の
テ
ナ
ン
ト
に
防
火
管
理
者

が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
最
寄
り
の
消

防
署
、
ま
た
は
消
防
本
部
予
防
課
予
防

指
導
係
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

街
歩
き
イ
ベ
ン
ト

「
ぶ
ら
探
酒
田
」（
６
回
目
）参
加
者

　

市
内
の
隠
れ
た
名
所
を
巡
り
、
湊み

な
と町

酒
田
の
建
物
や
景
観
に
触
れ
る
こ
と
で
、

酒
田
（
街
な
か
）
の
魅
力
を
再
発
見
し

ま
す
。
今
年
度
最
後
の「
ぶ
ら
探
」で
す
。

日
時
／
11
月
14
日
㈯
午
前
９
時
〜
11
時

30
分
▼
集
合
場
所
・
時
間
／
日
和
山
公

園
展
望
台
・
午
前
８
時
45
分
▼
対
象
／

ど
な
た
で
も
▼
コ
ー
ス
／
日
和
山
公
園
、

下
日
枝
神
社
、
台
町
日
吉
町
周
辺
▼
費

用
／
無
料
▼
申
し
込
み
／
当
日
会
場
へ

問
中
心
市
街
地
ま
ち
づ
く
り
推
進
セ
ン

タ
ー 

☎
２
６
‐
５
８
２
１

催
　
し

希
望
ス
テ
ー
ジ
発
表
会
２
０
１
５

　

子
ど
も
た
ち
が
日
頃
の
練
習
の
成
果

を
発
表
し
ま
す
。

日
時
／
11
月
28
日
㈯
午
後
１
時
開
演

（
０
時
30
分
開
場
）▼
場
所
／
希
望
ホ
ー

ル
▼
参
加
団
体
／
松
原
小
学
校
北
前
太
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【
同
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
】
日
時

／
11
月
８
日
㈰
午
前
11
時
〜

◆
寄
贈
記
念
特
別
展 

加
藤
丈
策
と
里
内

直
次
﹇
11
月
26
日
㈭
〜
12
月
21
日
㈪
﹈

●
清
遠
閣
会
場

◆
中
期
収
蔵
品
展 

漆
工
芸
を
中
心
に

﹇
12
月
21
日
㈪
ま
で
﹈

●
池
之
端
休
憩
室

【
第
２
回
傘
福
つ
る
し
飾
り
づ
く
り 

ミ

ニ
飾
着
物
づ
く
り
】
日
時
／
11
月
28
日

㈯
、
29
日
㈰
の
午
後
１
時
〜
▼
定
員
／

各
日
10
人
▼
持
ち
物
／
裁
縫
道
具
▼
費

用
／
１
千
円
▼
申
し
込
み
／
同
館
へ

さ
か
た
街
な
か
キ
ャ
ン
パ
ス

☎
２
３‐１
９
１
１

水
曜
日
休
館

◆
か
ら
む
し
教
室
と
織
物
教
室
と
木
工

合
同
展
﹇
11
月
６
日
㈮
〜
９
日
㈪
﹈

◆
酒
田
水
彩
画
会
会
員
展
﹇
11
月
12
日

㈭
〜
23
日
㈷
﹈

◆
赤
谷
れ
い
押
し
花
教
室
「
花
の
香
り

と
自
然
を
運
ん
で
」﹇
11
月
26
日
㈭
〜

12
月
７
日
㈪
﹈

山
王
く
ら
ぶ

☎
２
２‐０
１
４
６

◆
つ
る
細
工
展
﹇
11
月
14
日
㈯
〜
12
月

25
日
㈮
﹈

◆
第
３
回
手
作
り
作
品
展
示
即
売
会

﹇
12
月
26
日
㈯
ま
で
﹈

【
常
設
】人
形
作
家 

辻
村
寿
三
郎
の「
さ

か
た
の
雛
あ
そ
び
」「
舞
妓
」

酒
田
市
立
資
料
館

☎
２
４‐６
５
４
４

11
月
24
日
㈫
〜
27
日
㈮
は

展
示
替
え
の
た
め
休
館

◆
鳥
海
山
ー
火
山
災
害
と
歴
史
ー
﹇
11

月
23
日
㈷
ま
で
﹈

◆
絵
は
が
き
に
写
る
近
代
の
酒
田
﹇
11

月
28
日
㈯
〜
平
成
28
年
２
月
７
日
㈰
﹈

◆
酒
田
出
身
の
人
物
（
第
四
期
）﹇
12

月
27
日
㈰
午
前
ま
で
﹈

酒
田
市
立
光
丘
文
庫

☎
２
２‐０
５
５
１

月
曜
日
・
祝
日
休
館

◆
所
蔵
資
料
展
「
江
戸
期
庄
内
・
酒
田

の
医
学
に
つ
い
て
」﹇
平
成
28
年
２
月

28
日
㈰
ま
で
﹈

◆
日
和
山
公
園
の
駐
車
場
を
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

松
山
文
化
伝
承
館

☎
６
２‐２
６
３
２

月
曜
日
休
館
、
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
翌
日
休
館
、

11
月
16
日
㈪
〜
19
日
㈭
は
展
示
替
え
の
た
め
休
館

◆
ま
つ
や
ま
の
神
社
仏
閣
展
﹇
11
月
15

日
㈰
ま
で
﹈

◆
ま
つ
や
ま
に
残
る
書
簡
展
﹇
11
月
20

日
㈮
〜
平
成
28
年
２
月
14
日
㈰
﹈

【
常
設
】
松
山
の
歴
史
と
文
化
、
郷
土

の
偉
人
コ
ー
ナ
ー

本
間
家
旧
本
邸

☎
２
２‐３
５
６
２

◆
お
人
形
展
﹇
11
月
中
旬
ま
で
﹈

◆
鍵
と
版
木
﹇
12
月
中
旬
ま
で
﹈

本
間
美
術
館

☎
２
４‐４
３
１
１

11
月
25
日
㈬
は
展
示
替
え
の
た
め

美
術
展
覧
会
場
休
館

●
美
術
展
覧
会
場

◆
市
中
山
居
の
茶
ー
伝
来
の
茶
道
具
ー

﹇
11
月
24
日
㈫
ま
で
﹈

旧
鐙
屋

☎
２
２‐５
０
０
１

◆
最
上
川
舟
運
と
西
廻
り
航
路
﹇
11
月

29
日
㈰
ま
で
﹈

舞
娘
茶
屋 

雛
蔵
畫
廊 

相
馬
樓

☎
２
１‐２
３
１
０

水
曜
日
休
館

【
常
設
】
竹
久
夢
二
美
術
館
、新
田
嘉
一

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
現
代
雛

酒
田
夢
の
倶
楽
「
華
の
館
」

☎
２
２‐１
２
２
３

◆
浪
漫
を
た
ど
る
紅
花
展
﹇
11
月
18
日

㈬
ま
で
﹈

【
常
設
】
栄
華
を
誇
っ
た
本
間
家
の
「
亀

笠
鉾
」、
酒
田
の
歴
史
文
化
展
（
入
場

無
料
）

あ
い
お
い
工
藤
美
術
館

☎
０
９
０‐２
８
４
６‐
６
８
４
６

金
曜
〜
日
曜
日
、

祝
日
開
館

◆
庄
内
の
美
⑴
庄
内
竿
・
庄
内
さ
し
こ
・

木
工
・
金
工
品
展
﹇
11
月
29
日
㈰
ま
で
﹈

【
常
設
】
庄
内
の
民
芸
品

相
　
談

日
弁
連
交
通
事
故
無
料
相
談

日
時
／
11
月
27
日
㈮
午
後
１
時
〜
４
時

（
受
け
付
け
は
３
時
30
分
ま
で
）
▼
場

所
／
交
流
ひ
ろ
ば
▼
相
談
員
／
東
海
林

正
樹
弁
護
士
（
示
談
、あ
っ
せ
ん
も
可
）

▼
申
し
込
み
／
当
日
会
場
へ

問
山
形
県
弁
護
士
会 
☎
０
２
３
‐
６
３

５
‐
３
６
４
８

農家の手づくり野良着  便利で快適！ 鏡の世界  石の肉体 ふまんがあります
農山漁村文化協会／編
農山漁村文化協会

コルネーリア・フンケ／著　浅見昇吾／訳
ＷＡＶＥ出版

ヨシタケシンスケ／作・絵
ＰＨＰ研究所

　強い日差し、汚れ、暑
さ寒さ、ケガ、虫さされ
などから身を守り、しか
もおしゃれも楽しめる…。
日々の野良仕事から生ま
れた、工夫いっぱいの
野良着約50点のつくり方、
使いこなし術を公開する。

　暗黒の物語に彩られた
世界、妖精の呪いで石の
肉を植えつけられてしま
う鏡の世界に入り込んで
しまった兄弟がいた。兄
は弟の呪いを解くため、
命をかけて危険な場所に
赴く! グリム童話が現実
となる世界へ誘う新しい
作風。

　どうして、子どもだけ
はやく寝なくちゃいけな
いの? どうして弟が悪い
のにわたしばっかり怒ら
れるの? 大人にちゃんと
文句をいって、ズルいの
をやめてもらおう! ヨシ
タケシンスケのユーモア
絵本。

一般図書 児童絵本中高生向け

問中央図書館  ☎24‐2996図書館 ◆図書館の本は、インターネットでも検索できます。
　ホームページのアドレスは、http://library.city.sakata.lg.jp/新 刊 紹 介
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身
体
障
が
い
者
巡
回
相
談

日
時
／
11
月
20
日
㈮
午
後
１
時
〜
３
時

30
分
（
受
け
付
け
は
３
時
ま
で
）
▼
場

所
／
市
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
北
今
町
）
▼
対
象
／
18
歳
以
上
の
手

足
の
不
自
由
な
方
や
耳
が
聞
こ
え
に
く

い
方
で
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
・

程
度
変
更
、
車
い
す
や
補
聴
器
な
ど
の

補
装
具
の
交
付
を
受
け
た
い
方
（
現
在

治
療
中
で
症
状
が
固
定
し
て
い
な
い
方

は
除
く
）
▼
検
診
項
目
／
聴
覚
お
よ
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ミニ学習会「まなびあい」と患者サロン
　がんに関する知識を深めるための会です。
日時／11月12日㈭午後2時～4時 ▼場所／日本海総合
病院2階講堂 ▼対象／がん患者とその家族 ▼内容／
はじめての方のパステルアート ▼費用／無料 ▼申し
込み／当日会場へ
問日本海総合病院がん相談支援センター ☎26‐5282

医療用ウイッグと乳房手術後の補整下着合同相談会
日時／11月12日㈭午後1時～2時30分 ▼場所／日本海
総合病院2階講堂 ▼対象／病気治療中で脱毛が心配
な方、乳房手術後の方 ▼内容／メーカー4社による相
談 ▼費用／無料 ▼申し込み／当日会場へ
◆同病院に通院していない方も参加できます。
問日本海総合病院がん相談支援センター ☎26‐5282

「庄内オストメイト※家族の集い」参加者募集
日時／11月15日㈰午前10時～正午 ▼場所／日本海総
合病院 ▼内容／懇談（医師、看護師、装具メーカーな
どが参加） ▼費用／300円（資料代など） ▼申し込み／
日本海総合病院へ ☎26‐2001
※人工肛門・人工膀胱保有者

指名手配被疑者の検挙にご協力を！
　平成27年8月末現在、全国の警察から指名手配され
ている者は、約720人に上っています。これらの被疑者
は、殺人、強盗などの凶悪事件のほか、傷害、窃盗、詐欺
などの事件に関して指名手配されており、再び犯行を
行う恐れがあります。警察では、11月中に全国警察の
総力を挙げて、これらの被疑者の早期検挙に取り組ん
でいます。「指名手配被疑者によく似た人を見かけた」
といった情報など、どんなわずかなことでも結構です
ので、警察に通報してくださるようお願いします。
問警察110番・酒田警察署 ☎23‐0110

陸上自衛隊高等工科学校見学説明会参加者募集
期日／11月29日㈰ ▼場所／陸上自衛隊武山駐屯地

（神奈川県横須賀市） ▼対象／同校の受験に興味が
ある、平成28年3月31日現在で17歳未満の中学校を卒
業した方（平成28年3月31日までに卒業見込みの方含
む）およびその保護者 ▼定員／先着2組 ▼費用／無料

（旅費などは自衛隊が負担） ▼申し込み／11月2日㈪
～6日㈮に自衛隊酒田地域事務所へ ☎27‐3532
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廣瀬隆人氏（コーディネーター）、とびしま漁村文化
研究会代表 岸本誠司氏（実践報告） ▼費用／無料 ▼

申し込み／11月14日㈯まで山形県生涯学習センター
学習振興部へ ☎023‐625‐6411
◆当日、無料で託児を行います。利用を希望する方は
事前に申し込んでください。

やまがた健康フェア2015
日時／11月14日㈯、15日㈰の午前10時～午後5時（15
日は午後4時まで） ▼場所／山形ビッグウイング（山
形市） ▼内容／健康、医療、介護予防に関する各種イ
ベント、セミナー、健康度チェックコーナー、相談
ブース、適塩弁当の販売など
◆詳しくは、同フェア実行委員会事務局（県健康長
寿推進課健康づくりプロジェクト推進室内） ☎023‐
630‐2919へ問い合わせてください。

すてっぷ 遊びのひろば
日時／11月15日㈰午前10時～11時30分 ▼場所／県立
鳥海学園(遊佐町) ▼対象／発達が気になる幼児～
小学生と保護者 ▼内容／木の実や落ち葉で♪秋の
アートを楽しもう♪ ▼費用／無料 ▼申し込み／11月
11日㈬まで鳥海学園へ ☎75‐3334 675‐3872

まちかど健康チェック
日時・場所／11月10日㈫午前10時～11時・チャレンジ
ショップふれっしゅ（中町二丁目）、25日㈬午後2時～
3時・かんぽの宿さかた（飯森山三丁目） ▼対象／どな
たでも ▼内容／血圧、体脂肪・内臓脂肪、血管年齢測
定 ▼費用／無料 ▼申し込み／当日会場へ
問本間病院友の会 ☎26‐6631

絆サポート1周年記念「絆感謝キャンペーン」 
「盆栽・防災」ダブルＢ企画
日時／11月20日㈮～22日㈰の午前10時～午後4時 ▼

場所／チャレンジショップふれっしゅ（中町二丁目）

▼内容／鳴子水石盆栽・家庭防災機器の展示即売会、
庄内絵画探訪（水彩画）・ 「クラフト」の展示即売会
【感謝企画】①楽しい「マイ盆栽」づくりに挑戦 ②割
り箸で描く絵手紙の年賀状（講師／五十嵐保氏） ▼定
員／①②とも各日先着10人 ▼費用／①②とも500円
◆期間中、消火器・防災グッズ購入者に盆栽のプレ
ゼントあり。詳しくは絆サポート、阿部 ☎090‐4040‐
9159へ問い合わせてください。

庄内認知症のつどい
日時／11月14日㈯午前10時～正午 ▼場所／総合文化セ
ンター ▼内容／認知症に関する相談や情報交換、介護
者交流会など ▼費用／無料 ▼申し込み／当日会場へ
問庄内認知症のつどい代表、佐藤 ☎71‐2130

地域経済活性化セミナー 
人を幸せにする「感動企業」－従業員、取引先、
お客様が感動してやまない企業に学ぶ－
日時／11月14日㈯午後1時30分～3時30分 ▼場所／ひ
らたタウンセンター シアターＯ

オ

Ｚ
ズ

▼定員／150人 ▼
講師／㈱イマージョン代表取締役社長 藤井正隆氏 ▼
費用／無料（要整理券） ▼整理券取り扱い／酒田ふれ
あい商工会本所（ひらたタウンセンター内）・八幡支
所（観音寺）・松山支所（字本町）、市役所、各総合支所
地域振興課
問同商工会 ☎52‐3012

ワークチャンス2015酒田 正社員就職面接会
日時／11月12日㈭午後1時～3時30分 ▼場所／酒田勤
労者福祉センター（緑町） ▼対象／一般求職者および
大学、短大などを平成28年3月卒業見込みの方で、正
社員採用を希望する方 ▼内容／求人事業主との自由
面談 ▼申し込み／当日会場へ
問ハローワーク酒田 ☎27‐3111

山形県委託事業 戦略産業求職者マッチング事業
求職者直前セミナー＆合同企業面接会
日時／11月16日㈪午前11時～午後4時 ▼場所／なの
花ホール（三川町） ▼対象／一般求職活動中の方（中
学、高校、大学などに在学中の方を除く） ▼内容／も
のづくり、情報サービスの職場で働きたい方のため
の合同企業面接会、求職者セミナー、求職者フォロー
アップなど ▼費用／無料 ▼申し込み／当日会場へ
問キャリアバンク㈱ ☎023‐673‐0545

平成27年度地域学交流集会
　地域継承の鍵となる地域学の可能性と未来を探ります。
日時／11月21日㈯午後1時～4時30分 ▼場所／遊学館

（山形市） ▼対象／地域学実践者、まちづくりに興味
のある方など ▼定員／先着80人 ▼内容／実践報告

「飛島の継承と飛島学」、ワークショップ、フォーラム
（全体での討論）など ▼講師／北海道教育大学教授 
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自賠責保険・共済の期限切れにご注意
　自賠責保険・共済は、万一の自動車事故の際の基本
的な対人賠償を目的として、全ての車・バイク1台ご
とに加入が義務付けられています。
　同保険・共済無しでの運転は法令違反です。期限切
れには十分注意してください。
問国土交通省東北運輸局山形運輸支局輸送・監査部
門 ☎023‐686‐4712

平成28年 新年賀詞交換会
日時／平成28年1月4日㈪午前11時～ ▼場所／酒田産
業会館（中町二丁目） ▼名簿登録料／一人1,200円 ▼

申し込み／11月16日㈪まで酒田商工会議所総務企画
課へ ☎22‐9311

酒田北港緑地展望台の開館時間変更
　11月1日㈰～12月27日㈰は午前9時～午後4時（夕日
が見えるときは日没まで）に開館時間を変更します。
◆12月28日㈪～平成28年2月末は冬季休館となります。
問NPO法人庄内海浜美化ボランティア ☎34‐6020

眺海の森「第5回森林教室」参加者募集
日時／11月8日㈰午前10時～午後3時 ▼場所／眺海の
森森林学習展示館（土渕） ▼定員／先着30人 ▼内容／
紅葉狩りの散策、シイタケ植菌体験（ほだ木1本プレ
ゼント） ▼費用／1,000円（保険料、材料代、昼食代。眺
海の森「さんさん」入浴券または「森の家」そば割引券
付き） ▼申し込み／同館へ ☎62‐3323

すまいる「楽しいパソコン教室」11月生募集
場所／ひらたタウンセンター ▼内容／全く初めての方、
文書作成、インターネット、各コース ▼費用／4,000円

（資料代） ▼申し込み／すまいる、斎藤 ☎070‐6617‐3402

年賀状作成講座
日時／11月16日㈪午前10時～正午、19日㈭・26日㈭の
午後1時30分～3時30分（全3回） ▼場所／ひらたタウ
ンセンター ▼定員／先着16人 ▼内容／パソコンで年
賀状作成 ▼費用／2,400円（資料代など） ▼申し込み
／11月8日㈰まで庄内シニアネットクラブ、佐藤 ☎
22‐1375 Ｅメールtaeosamu@sea.plala.or.jp

山形県最低賃金が改正されました
改正後の最低賃金／696円（改正により16円増） ▼効
力発生日／10月16日
問山形労働局労働基準部賃金室 ☎023‐624‐8224

毎晩遅くまで働いている方はいませんか
－11月は過重労働解消キャンペーン期間－
【過重労働解消相談ダイヤル】電話番号70120‐794‐

713 ▼相談受付日時／11月7日㈯午前9時～午後5時
【夜間の労働条件相談】電話番号70120‐811‐610 ▼
相談受付時間／月曜～金曜日（水曜日を除く）の午後
5時～10時、土曜・日曜日の午前10時～午後5時
◆詳しくは厚生労働省ホームページ http://www.
mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/roudoukijun/
campaign2015.htmlを参照するか、山形労働局労働基準
部監督課 ☎023‐624‐8222に問い合わせてください。

県立産業技術短期大学校庄内校入学試験（前期）
受験資格／高等学校を卒業または平成28年3月卒業
見込みの方、またはこれと同等以上の学力を有する
と認められる方 ▼学科・募集人員／制御機械科・6人
程度、電子情報科（実践コース）・若干名、電子情報科

（基礎コース）5人程度、国際経営科・8人程度 ▼試験日
／12月5日㈯ ▼試験場所／同校（京田三丁目） ▼申し
込み／11月16日㈪～30日㈪に願書に必要事項を記入
の上、同校に持参するか、同封された願書提出用の封
筒で郵送
◆願書は同校にあります。
◆試験科目、また同日程で行われる社会人特別入
学試験（第2期）に関して詳しくは、同校教務学生
課 ☎31‐2300に問い合わせるか、同校ホームページ
http://www.shonai-cit.ac.jpを参照してください。

山形県市長会職員採用試験
職種／事務職 ▼採用予定人員／1人 ▼受験資格／昭
和60年4月2日～平成6年4月1日に生まれた方で、大学
卒業程度の知識を有する方 ▼採用予定日／平成28年
4月1日 ▼試験日／12月13日㈰ ▼試験会場／山形県自
治会館（山形市） ▼申し込み／11月6日㈮～24日㈫に
申込書に必要項目を記載し、〒990‐0023山形市松波
四丁目1‐15、山形県市長会事務局へ郵送または持参
◆申込書は同会事務局にあります。
問同会事務局 ☎023‐631‐0780
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東北公益文科大学

問東北公益文科大学広報担当 ☎41-1117
さまざまな季節の野菜をたっぷりと加えて
みましょう。

旬の食材を使った料理を酒田市食生活改善推進員が紹介します

食生活改善推進員からの

ワンポイント

酒田 旬の 43

 　9月25日から27日にかけて秋田県立大学と合同で行わ
れたワークショップに参加しました。環鳥海地域の魅力
発掘と情報発信を目標に掲げ、3回目の開催となった今年
度は「環鳥海地域で活躍する人を発信せよ」というテーマ
の下、両大学合わせて14人の学生が参加。4班に分かれ現
地での調査やインタビューを行い、最後は調査を通して
発見した各地区の魅力を数分の動画にまとめ、秋田、山形
両県の方々へ報告を行いました。
　私は秋田の誇るご当地ヒーロー「超神ネイガー」の生
みの親である海老名保氏を取材。活力あふれる人柄に触
れ、幼い頃のようなワクワクした気持ちになり、これから
社会へと踏み出す勇気をもらい
ました。この気持ちを忘れずさ
まざまな事に挑戦していきたい
です。また作成した動画は今後
Y
ユ ー チ ュ ー ブ

outubeへ投稿予定です。ぜひ
多くの人に見てもらいたいです。

秋田県立大学との「鳥海合同ワークショップ」
松田 映夢（4年）

鮭のちゃん
ちゃん焼き

西荒瀬地区にある日向川には、毎
年秋になると鮭が遡

そ じ ょ う

上してきます。
脂がのった、新鮮な鮭が手に入る
時期にお試しください。

【作り方】
①キャベツは火の通りが良い大きさのざく切りにする。玉ネギと

ニンニクは薄切り、ニンジンは短冊切りにする。
②Ａを良く混ぜ合わせ、みそだれを作っておく。
③フライパンに油をしき、ニンニクの香りが出るまで弱火で加

熱する。鮭を入れ、両面色づくまで焼いてから、野菜を周りに
置いてふたをし、15分程度弱火で蒸し焼きにする。鮭と野菜に
火が通ったら、鮭に②をかけ、皿に盛る。
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【材料】（4人分）
生鮭切り身‥‥‥‥‥ 4切れ
キャベツ‥‥‥‥‥‥ 120㌘
玉ネギ‥‥‥‥‥‥‥ 120㌘
ニンジン‥‥‥‥‥‥‥40㌘
ニンニク‥‥‥‥‥1／2かけ
サラダ油‥‥ 大さじ1+1／3
   　みそ ‥‥ 大さじ3+1／3
   　酒 ‥‥‥ 大さじ1+1／3
   　砂糖 ‥‥ 大さじ1+1／3
   　みりん
   　  ‥ 大さじ1+小さじ1／3

ƒ
˙

˙
©

˙
˙

∆
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さかたの か
ぜ

今月の人 粕谷 泉さん（新橋五丁目）
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Kasuya Izumi

　
「
練
習
を
重
ね
、
少
し
ず
つ
成
長
し
、

よ
う
や
く
全
国
大
会
に
出
場
で
き
る

チ
ー
ム
に
成
長
し
ま
し
た
」
と
笑
顔

で
話
す
粕
谷
さ
ん
。
指
導
す
る
Ｚ
Ｉ

Ｐ
Ｐ
Ｙ 

Ｃ
ｈ
ｅ
ｅ
ｒ 

Ｄ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ 

Ｃ

ｒ
ｅ
ｗ
の
チ
ー
ム
、
Ｂビ

ー

ミ

ー

Ｅ
Ａ
Ｍ
Ｙ
と 

Ｃク

ロ

ー

バ

ー

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
が
11
月
29
日
㈰
に
東

京
都
で
開
催
さ
れ
る
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン

チ
ア
ダ
ン
ス
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
２

０
１
５
決
勝
大
会
に
出
場
を
決
め
ま
し

た
。

　

２
年
連
続
の
決
勝
大
会
出
場
で
す
が
、

昨
年
は
不
戦
勝
。
今
年
は
仙
台
の
チ
ー

ム
を
抑
え
て
堂
々
の
出
場
と
な
り
、
こ

れ
ま
で
の
練
習
の
成
果
が
結
果
と
し
て

表
れ
ま
し
た
。
出
場
す
る
の
は
ジ
ャ
ズ

ダ
ン
ス
、
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
、
ラ

イ
ン
ダ
ン
ス
、

ポ
ン
ダ
ン
ス
の

要
素
を
合
わ
せ

た
チ
ア
ダ
ン
ス

部
門
中
学
生
編

成
と
小
学
生
の

ポ
ン
部
門
ユ
ー

ス
編
成
の
２
部
門
。

　

チ
ア
ダ
ン
ス
は
東
北
地
方
で
は
知
名
度

が
低
く
、
競
技
人
口
も
少
な
い
競
技
。
粕

谷
さ
ん
が
６
年
前
結
婚
を
機
に
本
市
に
移

住
し
、
指
導
を
始
め
た
当
時
は
「
チ
ア
ダ

ン
ス
っ
て
何
？
」
と
い
う
人
が
多
か
っ
た

そ
う
で
す
。
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
の
よ
う
な
も

の
を
思
い
浮
か
べ
る
人
も
多
い
と
思
い
ま

す
が
、
チ
ア
ダ
ン
ス
は
練
習
す
れ
ば
誰
で

も
で
き
る
ダ
ン
ス
と
の
こ
と
。
表
現
す
る

こ
と
に
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
感
じ
て
い
る

子
ど
も
で
も
、
練
習
を
重
ね
る
こ
と
で
そ

れ
が
払ふ

っ

拭し
ょ
く

さ
れ
、
楽
し
く
、
自
信
を
持
っ

て
演
技
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い
い
ま
す
。

　
「
初
め
は
掛
け
声
を
出
す
の
も
恥
ず
か
し

が
っ
て
い
ま
し
た
ね
」
と
、
粕
谷
さ
ん
は

６
年
前
を
振
り
返
り
ま
す
。
今
で
は
、
子

ど
も
た
ち
自
ら
が
大
会
に
向
け
練
習
メ

ニ
ュ
ー
を
考
え
る
な
ど
自
主
性
が
育
っ
て

き
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

ま
た
競
技
大
会
と
は
別
に
、
イ
ベ
ン
ト

に
出
演
し
た
り
、
施
設
を
慰
問
し
て
演
技

を
披
露
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
「
チ
ア
ダ
ン
ス
を
通
し
て
、
見
る
人
た
ち

に
笑
顔
を
届
け
、
勇
気
づ
け
る
こ
と
で
多

く
の
人
を
元
気
に
し
た
い
で
す
。
チ
ア
ダ

ン
ス
に
は
そ
れ
が
で
き
る
力
が
あ
る
と
思

い
ま
す
」
と
語
る
粕
谷
さ
ん
。
チ
ア
ダ
ン

ス
と
い
う
新
し
い
風
を
酒
田
に
吹
か
せ
て

く
れ
た
粕
谷
さ
ん
と
子
ど
も
た
ち
の
今
後

の
活
躍
に
期
待
し
ま
す
。

▲秋田県立大学の学生と一緒に
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市内企業の優れた技術力や製品、
サービスを紹介します。 vol. 31

酒
田
発
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
農
機
工
房

　

当
社
は
創
業
以
来
50
年
、
か
ゆ
い
と
こ

ろ
に
手
が
届
く
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
小
型
農
機

を
製
作
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
稲
作
用

の
省
力
機
械
を
メ
イ
ン
と
し
、
除
草
機
や
、

畔あ
ぜ

に
漏
水
防
止
シ
ー
ト
を
貼
る
機
械
、
種

を
ま
く
機
械
に
据
え
付
け
る
薬
剤
散
布
装

置
な
ど
を
扱
っ
て
い
ま
す
。

　

お
客
さ
ま
の
要
望
を
素
早
く
製
品
に
反

映
で
き
る
の
が
強
み
で
、
設
計
か
ら
プ
レ

ス
、
溶
接
、
塗
装
、
組
み
立
て
ま
で
の
製

造
ラ
イ
ン
を
有
し
て
い
ま
す
。
製
品
は
代

理
店
販
売
の
他
、
通
信
販
売
で
全
国
に
直

接
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
製
品
開
発
と
販
路
拡
大

　

生
産
者
か
ら
の
要
望
が
新
た
な
製
品
開

発
に
つ
な
が
っ
た
一
例
と
し
て
、
水
田
用

の
除
草
機
が
あ
り
ま
す
。
通
常
の
水
稲
栽

培
で
は
除
草
薬
を
使
用
し
ま
す
が
、
無
農

薬
栽
培
の
場
合
は
、
ぬ
か
る
む
水
田
で
稲

と
稲
の
間
を
移
動
し
な
が
ら
、中
腰
に
な
っ

て
除
草
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
う

し
た
重
労
働
を
解
消
す
る
た
め
に
開
発
し

た
こ
の
製
品
に
よ
り
、稲
や
水
田
に
ダ
メ
ー

ジ
を
与
え
る
こ
と
な
く
、
簡
単
に
除
草
す

る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
近
年
は
Ｊジ

ェ

ト

ロ

Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
（
日
本
貿

易
振
興
機
構
）
な
ど
を
通
じ
て
、
水
稲
栽

培
が
盛
ん
な
ア
ジ
ア
諸
国
へ
の
販
路
拡
大

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今月は 株式会社 美善

本社工場

プレス加工

水
稲
の
育
苗
箱
搬
送
装
置
の
部
品

を
、
プ
レ
ス
機
に
よ
っ
て
曲
げ
加

工
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

株間除草機「あめんぼ号」

放
射
状
と
か
ご
状
の
２
種
類
の

ロ
ー
ラ
ー
が
、雑
草
を
絡
め
取
っ
た

り
、土
中
に
埋
め
込
ん
だ
り
す
る
こ

と
で
水
田
の
除
草
を
行
い
ま
す
。

【企業の概要】
沿　　革  昭和25年創業、昭和43年法人化し株式会社

備前製作所となる、平成4年現商号となる。
商　　号　 株式会社美善
資 本 金　2,000万円
住　　所　酒田市両羽町9‐20 ☎23‐7135
代 表 者　代表取締役 備前 仁　　　　　
従業員数　12人
事業内容　小型農業機械製造、各種機械加工
ホームページ http://www.kk-bizen.jp/

金
属
部
品
を
加
工
し
て
い
ま
す
。

今
日
も
ミ
ス
無
く
安
全
に
！

製造部プレス担当 髙橋 直人さん

　
「
マ
ー
ち
ゃ
ん
、
今
日
、
エ
〜
ン
し

ち
ゃ
っ
た
の
」
マ
ー
ち
ゃ
ん
は
、
保

育
園
か
ら
帰
る
な
り
、
マ
マ
に
訴
え

ま
し
た
。「
ど
う
し
て
、
エ
〜
ン
し

た
の
」と
マ
マ
が
聞
く
と「
ノ
ン
ち
ゃ

ん
が
、
ペ
ン
し
た
の
」。

　
「
エ
〜
ン
し
た
」
と
い
う
言
葉
か
ら

激
し
く
泣
い
た
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き

ま
す
。「
ペ
ン
し
た
」
と
い
う
言
葉

か
ら
は
、
ち
ょ
っ
と
押
さ
れ
た
の
で

は
な
く
、
２
人
が
ぶ
つ
か
っ
た
様
子

を
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

ん
な
ふ
う
に
行
動
や
触
感
、
気
持
ち

を
表
す
言
葉
を
「
オ
ノ
マ
ト
ペ
」
と

い
い
ま
す
。
何
や
ら
呪
文
の
よ
う
な

響
き
が
あ
り
ま
す
が
、
ニ
ュ
ア
ン
ス

を
表
す
に
は
便
利
な
言
葉
で
す
。「
泣

い
た
」
よ
り
も
「
ワ
ー
ワ
ー
泣
い
た
」、

「
見
た
」
よ
り
も
「
ジ
ロ
ジ
ロ
見
た
」

「
ザ
ッ
と
見
た
」
と
言
う
と
、
ど
ん

な
様
子
か
が
わ
か
り
や
す
い
で
す
ね
。

　

文
部
科
学
省
の
調
査
に
よ
れ
ば
、

学
校
内
で
先
生
や
友
だ
ち
を
の
の
し

る
行
為
や
、
殴
る
蹴
る
な
ど
の
暴
力

行
為
は
こ
こ
１
、
２
年
、
中
高
生
で

は
減
る
一
方
、
小
学
生
で
は
増
加
し

て
い
ま
す
。
背
景
に
は
大
人
た
ち
の

せ
わ
し
な
く
ゆ
と
り
の
な
い
生
活
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。
何
気
な
い
子
ど
も
た
ち
の

言
葉
に
、
我
々
大
人
が
き
ち
ん
と
耳

を
傾
け
て
い
る
だ
ろ
う
か
と
反
省
さ

せ
ら
れ
る
現
象
で
す
。

　

言
葉
は
知
育
の
面
だ
け
で
は
な

く
、
感
情
を
表
現
し
た
り
、
自
分
の

気
持
ち
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
り
す

る
大
切
な
役
目
を
果
た
し
ま
す
。
言

葉
が
育
つ
と
、
状
況
や
気
持
ち
を
上

手
に
表
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
わ
か
っ
て
く
れ
な
い
と
い
う
イ

ラ
イ
ラ
を
、
暴
力
な
ど
で
表
現
し
な

く
て
も
よ
く
な
り
ま
す
。
子
ど
も
の

オ
ノ
マ
ト
ペ
を
幼
児
語
だ
と
片
付
け

ず
に
、
そ
の
微
妙
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を

く
み
取
っ
て
、
言
葉
を
交
わ
す
楽
し

さ
を
味
わ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

言
葉
の
力

東
北
公
益
文
科
大
学
教
授

國
眼 

眞
理
子  

先
生

●
お
問
い
合
わ
せ

　

市
子
育
て
支
援
課
こ
ど
も
支
援
係

　

☎
２
６‐５
７
３
５

酒田っ子

す
く

す
く

88
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が
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
明
治
に

入
り
飛
島
で
和
船
を
新
造
す
る
こ
と
に

な
っ
た
と
き
、
板
造
り
で
は
な
く
、
よ

り
古
い
構
造
の
オ
モ
キ
造
り
が
採
用
さ

れ
た
の
で
す
。
マ
ブ
ネ
は
、
海
蝕
台
の

裂
け
目
を
船
着
き
場
と
利
用
し
た
島
の

環
境
と
島
民
の
智
恵
に
よ
っ
て
生
み
出

さ
れ
た
も
の
な
の
で
す
。

　

文
化
財
的
観
点
か
ら
も
注
目
さ
れ
る

マ
ブ
ネ
で
す
が
、
飛
島
に
は
現
存
せ
ず
、

酒
田
市
立
資
料
館
と
致
道
博
物
館
（
鶴

岡
市
）
に
一
隻
ず
つ
が
保
存
展
示
さ
れ

て
い
る
の
み
で
す
。
こ
の
貴
重
な
マ
ブ

ネ
を
飛
島
で
新
造
し
、
ジ
オ
ツ
ア
ー
や

文
化
継
承
な
ど
に
活
用
で
き
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

マ
ブ
ネ(

シ
マ
ブ
ネ)
と
は
、
明
治
末

か
ら
昭
和
40
年
代
ま
で
使
わ
れ
た
飛
島

独
特
の
木
造
和
船
で
す
。
全
長
約
８
㍍
、

幅
約
１
・
２
㍍
ほ
ど
の
磯
船
で
、
飛
島

周
辺
の
沿
岸
漁
業
に
広
く
用
い
ら
れ
ま

し
た
。
マ
ブ
ネ
は
Ｌ
字
型
に
く
り
出
し

た
厚
い
材
を
船
底
部
に
用
い
た｢

オ
モ

キ
造
り｣

の
構
造
を
も
っ
て
い
て
、
秋

田
県
八
郎
潟
の
カ
タ
ブ
ネ
に
ヒ
ン
ト

を
得
た
島
の
船
大
工 

鈴
木
永
助
氏
に

よ
っ
て
考
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

飛
島
の
周
囲
は
海
蝕し
ょ
く台
と
い
う
波
の

浸
食
で
出
来
た
水
深
の
浅
い
岩
場
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
島
で
は
そ
の
浅
瀬
の

岩
の
裂
け
目
を
ニ
マ
（
澗
）
と
呼
び
、

船
着
き
場
と
し
て
利
用
し
て
き
ま
し
た
。

江
戸
時
代
を
通
じ
飛
島
で
は
庄
内
浜
で

造
ら
れ
た｢

板
造
り｣

の
構
造
船
が
使

わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
島
で
は
多
少
岩

に
ぶ
つ
か
っ
て
も
壊
れ
な
い
頑
丈
な
船

ト
回
線
を
利
用
す
る
電
話
サ
ー
ビ

ス
の
た
め
、
勧
誘
事
業
者
を
通
じ

て
、
光
回
線
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
、

そ
の
他
オ
プ
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
を

同
時
契
約
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多

く
見
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
Ｉ
Ｐ

電
話
に
変
更
し
た
こ
と
で
、
こ
れ

ま
で
利
用
で
き
た
緊
急
通
報
サ
ー

ビ
ス
が
使
え
な
く
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
勧
誘
さ
れ
て
も
す
ぐ
に

返
事
を
せ
ず
に
、
家
族
な
ど
と
一

緒
に
契
約
内
容
の
確
認
を
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た｢

プ
ロ
バ
イ
ダ
ー

料
が
今
よ
り
安
く
な
る
」
と
い
う

勧
誘
を
受
け
た
と
い
う
相
談
も
多

く
あ
り
ま
す
。
話
を
う
の
み
に
せ

ず
に
十
分
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

　
「
Ｉ
Ｐ
電
話
に
変
更
す
れ
ば
電

話
料
金
が
安
く
な
る
。
工
事
費

用
も
工
事
後
に
返
金
す
る
」
と

電
話
で
勧
誘
さ
れ
て
承
諾
し
た

と
こ
ろ
、
工
事
費
用
は
返
金
さ

れ
た
が
、
毎
月
の
電
話
料
金
が

２
・
５
倍
に
。
契
約
内
容
を
確

認
す
る
と
、
パ
ソ
コ
ン
も
持
っ

て
い
な
い
の
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
接
続
サ
ー
ビ
ス
も
契
約
さ
れ

て
い
た
と
い
う
苦
情
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

Ｉ
Ｐ
電
話
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

「
電
話
料
金
が
安
く
な
る
」

と
い
う
電
話
に
注
意
！

あ ん 消費生活 79し ん

●お問い合わせ／市消費生活センター ☎26‐5761
　　　　　　　　（市役所1階まちづくり推進課内）

「日本海と大地がつくる 水と命の循環」
鳥海山・飛島ジオパーク構想 リレーコラム 第●回11

鳥海山・飛島ジオパーク
構想推進協議会 専任研究員

岸本 誠司氏

澗に
ま

と
マ
ブ
ネ

▲致道博物館に保存されているマブネ

QRコード

虐待かもと思ったら…
すぐにお電話をください

児童相談所や市相談窓口では、子育てに関する相談を
なんでも受け付けています。出産や子育てで気になる
ことがあったら、相談窓口にご連絡ください。

◆連絡者や連絡内容に関する秘密は守られます。
◆�全国共通ダイヤルはお住まいの地域の児童相談所につながります。

26-5734
1
い ち は や く

89
市相談窓口
電話番号

児童相談所
全国共通
ダイヤル

【こころの相談窓口】
市健康課 ☎24‐5733
八幡総合支所地域振興課 ☎64‐3113
松山総合支所地域振興課 ☎62‐2611
平田総合支所地域振興課 ☎52‐3911
庄内総合支庁地域保健福祉課 ☎0235‐66‐4931
◆月曜～金曜日、午前8時30分～午後5時15分
　（祝日・年末年始を除く）

眠れない…は
心のSOS 一人で悩まず

相談を

●
お
問
い
合
わ
せ

　

市
観
光
振
興
課
観
光
企
画
係 

☎
２
６‐５
７
５
９



33 酒田市広報 ［私の街さかた 2015.11.2］

月の ひとりで悩まずにご相談ください。

◆11月9日㈪、畳替えのためサロン2を休館します（サロン1は通常通り開館）。
問交流ひろば内、親子ふれあいサロン ☎26-5613

各種相談11

はんこたんな庄内広域広報

親子ふれあいサロンへどうぞ 【11月・12月の予定】

期　日 時　間 内　容 対象・定員 申し込み

11／11㈬ 10:30～
11:00

「おはなしひろば」
絵本の読み聞かせ 就学前児童と保護者 当日会場

へ

11／17㈫ 10:30～
11:30

「おおきくな～れ」
みんなの育児講座　講師／市保健師

就学前児童の保護者20人
◆託児有り（先着10人)。

受け付け
中

11／26㈭ 10：00～
11：00

｢あそびのおへや｣
親子でふれあい♡リトミック
講師／数馬綾子氏
場所／港南コミュニティ防災センター

2歳以上の就学前児童と
保護者15組

11／4㈬
9:30～

12／13㈰ 10：00～
12：30

「わんぱく広場」＆「つくってみよう」
パパの出番！親子でそば打ち体験
講師／岩間政幸氏

年長児～小学生の親子8組 11／12㈭
9:30～

項　目 日　時 場所／問い合わせ

市民生活相談 月～金曜日／8：30～17：15
（12：00～13：00を除く）

市役所1階、市民相談室
☎26-5760

消費生活相談 月～金曜日／8：30～17：15 市役所1階、市消費生活セ
ンター ☎26-5761

多重債務相談 月～金曜日／8：30～17：15 市役所1階、市消費生活セ
ンター ☎26-6266

山形財務事務所
借金に関する相談窓口

月～金曜日／8：30～16：30
（祝日、年末年始除く）

山形市緑町2-15-3、山形財
務事務所1階理財課
[相 談 専 用 電 話]023-641-
5201

いのちの110番 月～金曜日／8：30～17：15 市役所1階、市民相談室
☎26-6236

人権相談

10日㈫、24日㈫／
9:30～12:00

市役所1階、市民相談室
☎26-5760

10日㈫、20日㈮／
9:00～12:00

ひらたタウンセンター
☎52-3910

人権相談（人権擁護
委員駐在日） 月・木曜日／9：00～16：00 山形地方法務局酒田支局

☎25-2221

行政相談

17日㈫／13:30～15:00 市役所1階、市民相談室
☎26-5760

18日㈬／13:30～15:00 松山健康福祉センター
☎62-2611

10日㈫、20日㈮／
9:00～12:00

ひらたタウンセンター
☎52-3910

女性のための相談 月～金曜日／9：00～16：00 交流ひろば1階
☎26-5616

交通事故相談 月～金曜日／9：00～16：00

山形県交通事故相談所庄
内支所（庄内総合支庁内）
電話相談可。無料弁護士相
談 も あ り ま す。 ☎0235-
66-5452

教育相談 月～金曜日／9：30～18：00
土曜日／9：30～16：30

総合文化センター2階、教
育相談室 
70120-783-042

項　目 日　時 場所／問い合わせ

青少年相談 月～金曜日／9：30～16：30 中町庁舎4階、市青少年指
導センター ☎24-2901

心配ごと相談 17日㈫／9:00～12:00 酒 田 市 地 域 福 祉 セ ン タ ー
（新橋二丁目1-19） ☎23-5765

生活困窮者自立支援
相談

月～金曜日／8：30～17：15
（祝日、年末年始除く）

生活自立支援センターさ
かた（地域福祉センター
内）☎25-0350、624-6299、
Ｅメールjiritsu@sakata-
shakyo.or.jp

若者の就職・転職・
仕事の悩み相談 月～土曜日／10：00～18：00

山形県若者就職支援セン
ター庄内プラザ（産業会館
1階） 70120-219-766

内職の相談 月～金曜日／9：00～16：00 酒田産業会館1階、市商工
港湾課 ☎26-5757

労働相談
（社会保険労務士駐
在日）

原則金曜日／13：00～16：30 庄内総合支庁産業経済企
画課 ☎0235-66-5491

身体障がい者更生相談 第2・第4水曜日／
13：00～15：00

市 身 体 障 害 者 福 祉 セ ン
ター ☎26-3715

精神保健福祉相談
2日㈪／13：30～15：30
(要予約)
◆次回12月7日㈪。

酒田農業技術普及課（若浜
コミセン東隣）
問庄内保健所 ☎0235-66-
4931

女性の健康相談 25日㈬／15:30～16:30
(要予約)

庄内保健所子ども家庭支援
課相談室（庄内総合支庁1階）
問庄内保健所 ☎0235-66-
5653

ひきこもり相談 24日㈫／13:30～15:30
(要予約)

庄内保健所地域保健福祉課
相談室（庄内総合支庁1階）
問庄内保健所 ☎0235-66-
4931

エイズ・性器クラミ
ジア感染症、Ｂ型肝
炎およびC型肝炎個
別相談・検査

［相談］月～金曜日／8：30～
17：15（祝日除く）

［検査］毎週火曜日／9：30～
12：00（要予約）（祝日除く）

庄内保健所保健企画課健康
相談室（庄内総合支庁2階）
問庄内保健所 ☎0235-66-
4920

11月の診療日は、
1日㈰、3日㈷、8日㈰、15日㈰、22日㈰、23日㈷、29日㈰です。 
※急病や軽いけがのときにおいでください。
※小児科医による診療は日中のみです。
※保険証を忘れずにお持ちください。

診療受付時間／【日中】午前8時30分～11時30分、午後1時～4時30
分（ただし午前11時30分～午後1時でも急患は受け付けます）【夜
間】午後5時30分～8時30分 ▼場所／市民健康センター別館 ▼電
話／21-5225（診療日のみ） ▼平日の問い合わせ／市健康課健康
係 ☎24‐5733

酒田市休日診療所 11月の
診療日

遊佐町

おもしろ自然塾
金俣の新そばで、そば打ち体験

日時／11月21日㈯午前10時～
午後1時 ▼ 場所／四季の森 し
らい自然館 ▼ 定員／先着20人

▼内容／金俣の新そばを二人1
組でそば打ち体験など ▼ 費用
／1組1,500円(体 験 料 な ど) ▼

申し込み／11月18日㈬まで同
館内 鳥海山おもしろ自然塾推
進協議会事務局へ ☎72‐2069

三川町

町民音楽会

日時／11月8日㈰午後1時10分～

▼ 場所／なの花ホール ▼ 内容
／三川中学校吹奏楽部による演
奏、町内各小学校による合唱・合
奏、各種団体による演奏・コーラ
スなど
問三川町公民館 ☎0235‐66‐4403

鶴岡市

図書館開館
100周年記念事業

【①文学イベント 佐藤賢一氏・
池上冬樹氏トークショー】日時
／11月11日㈬午後6時30分～ ▼

場所／鶴岡市中央公民館 【②講
演会｢庄内藩江戸屋敷の世界｣】
日時／11月15日㈰ 午後1時30分
～ ▼場所／鶴岡市立図書館本館

▼ 講師／金行信輔氏、岩淵令治
氏 【①②共通】申し込み／同図
書館本館へ ☎0235‐25‐2525

庄内町

第9回あなたが選ぶ日本一
おいしい米コンテスト決勝大会

日時／11月28日㈯午前10時～ ▼

場所／ＪＡ庄内たがわ新余目支
所 ▼内容／食味計を使わず、試
食のみで行うコンテスト。決勝
進出したお米の試食や郷土料理
の試食
問あなたが選ぶ日本一おいしい
米コンテスト実行委員会事務局
(農林課農産係内) ☎42‐0169



10/16〜18

学びの扉を開けてみよう
　総合文化センターで生涯学習まつりが
開催されました。オープニングは保育園
児たちの元気なマーチング演奏とマーチ
ングガードの演技。サークル・団体の活
動発表など多彩な催しが行われ、家族連
れなど大勢の市民が訪れました。

酒田市使節団
結団式10/13

　アメリカ合衆国オハイオ州デラ
ウェア市へ訪問する酒田市使節団の
結団式が行われました。同市とは平
成8年度から交流を重ねており、今
後もさまざまな世代や分野での新た
な関係を構築していきます。

秋の里山を
楽しんで10/11

　平田地域でひらたジョグ・ウォーク
フェスタが開催され、親子連れなど
136人が参加。里山の景色を楽しみな
がらジョギングとウオーキングを楽し
み、爽やかな汗を流しました。

チャリで
Y
ヤッフォー
afoo10/12

  「ツールドS
サ カ タ

AKATA2015 チャリで
Yafoo－酒田再発見－」が行われ、
家族連れなど142人が参加しました。
参加者は市内観光名所のチェックポ
イントで振る舞われた秋の味覚を味
わいながら、途中で降った雨にも負
けず酒田の街を駆け抜けました。

地域福祉の
ために10/16

　第65回山形県・県民福祉大会が希望ホー
ルで開催され、市民および県内各市町村か
ら関係者など約800人が参加。これからの
地域福祉を改めて考える機会となりました。

私の街さ
かた。あの

日あの時
。

赤ちゃん人形
抱っこしたよ10/17

　第6回市立酒田看護専門学校「酒看祭」
が開催され、中町モールでは医療や看護
に関する催しが行われました。訪れた人
は、学生たちから血圧測定などの健康
チェックや赤ちゃん人形を使った育児の
疑似体験などの説明を受けていました。

10/17〜18

どんしゃんまつり
　今年で32回目となる酒
田どんしゃんまつり。天
気に恵まれ、フリーマー
ケットやサカタミュー
ジックフェスティバル、
ミニＳＬ乗車会など、大
人も子どもも楽しいイベ
ントで盛り上がりました。
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　さかた産業フェア2015が開催され、「酒田の匠」をテーマに伝統工芸から最
先端技術までを紹介。ステージ上の特大ＬＥＤディスプレイをはじめ、各ブー
スでは工夫を凝らした展示や体験教室が行われ、来場者を楽しませていました。

酒田の匠が大集合10/3〜4

酒田市総合戦略
（案）を提示10/3

　第3回酒田市まち・ひと・しごと創生総
合戦略委員会が酒田産業会館で行われまし
た。丸山市長は冒頭のあいさつで「皆さん
から意見をいただいた総合戦略をバイブル
として、これからの市政に反映させていき
たい」と述べ、会議では事務局より提示さ
れた「酒田市まち・ひと・しごと創生総合
戦略（案）」について議論が行われました。

研究の成果を発表10/6

　第67回酒田市小中学校児童生徒理科研究
発表会が行われ、市内の各小中学校から選
ばれた109組の児童、生徒が、夏休みの研
究の成果を発表しました。

アートで
防犯に一役10/9

　第12回安全安心の街「地下道アート
ギャラリー」開所式が酒田駅で行われ
ました。市内の中学生および高校生が
描いた酒田をイメージした作品を酒田
駅地下道に飾り、明るい雰囲気の地下
道になりました。

コンテンポラリー
ダンスの世界10/10

　希望ホールで行われたコンテンポラリーダ
ンス公演「メルヘン」に市民ダンサー30人が
参加し、個性あふれる世界を創り上げました。
この公演では同ホール開館以来初の囲み舞台
が設置され、観客は間近で見るダンサーのエ
ネルギーに圧倒されていました。

やわたクラシック
コンサート10/3

　やわたクラシックコンサートが八幡タ
ウンセンターで行われ、ＮＨＫ交響楽団
室内弦楽トップメンバーが名曲を奏で、
聴衆を魅了していました。

山形新幹線庄内延伸の
要望を県知事へ10/6

　山形新幹線庄内延伸の早期実現を求める署名活
動を実施した酒田市自治会連合会連絡協議会の伊
藤会長をはじめ関係者が、吉村知事に対し58,710
筆の署名と要望書を提出。併せて、丸山市長が会
長を務める陸羽西線高速化促進市町村連絡協議会
も知事へ要望書を提出しました。
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本 紙 に 関 す る ご 意 見 、
ご 要 望 を お 寄 せ く だ さ い 。

酒田市政策推進課広報広聴係
〒998-8540 山形県酒田市本町二丁目2番45号
TEL.0234-26-5706（直通） FAX.0234-26-3688
E-mail koho@city.sakata.lg.jp
酒田市ホームページURL http://www.city.sakata.lg.jp/
市公式フェイスブック http://www.facebook.com/sakatacity

八幡総合支所 〒999-8292 酒田市観音寺字寺ノ下41番地
TEL.0234-64-3111（代表） FAX.0234-64-3110

松山総合支所 〒999-6861 酒田市字山田27番地の4
TEL.0234-62-2611（代表） FAX.0234-62-2618

平田総合支所 〒999-6711 酒田市飛鳥字契約場30番地
TEL.0234-52-3111（代表） FAX.0234-52-3116

［市の木］ケヤキ ［市の鳥］イヌワシ［市の花］
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酒　田
幼稚園 さかもと ゆき ちゃん

日時／12月8日㈫午後7時開演（6時30分開場）
場所／希望ホール 　対象／中学生以上 　定員／先着1,200人
費用／無料（要入場整理券）

問酒田市美術館  ☎31‐0095

子育て応援講演会・家庭教育講演会・男女共同参画推進市民フォーラム

酒田で楽しい結婚・出産・子育て応援講演会
夢と出会いが力に ― チームワークとコミュニケーション ―

　サッカー日本女子代表監督を務め、世界に通用する人材育成の指導力と、ユーモ
アあふれるお話で人気の佐々木則夫氏を講師に迎え、講演会を開催します。

◆入場整理券は、11月6日㈮午前9時～交流ひろば、総合文化センター、市子育て支援課、まちづく
り推進課、各総合支所地域振興課、希望ホールで配布します（電話申し込み不可、一人2枚まで）。
◆入場整理券は、下記QRコードからも申し込み可能。表示される内容を確認の上、市男女共同参
画推進センターウィズにメールを送信してください。後日、整理番号を返信しますので、パソコン
からのメールを受信できるように設定してください。メール送信後3日を過ぎても返信がない場合
は、必ず電話で問い合わせてください。なお個人情報は本講演会の目的以外では使用しません。
◆11月に婚姻届を提出した方には、市民課戸籍係で入場整理券（2枚1組）を差し上げます。
◆託児（満1歳～就学前児童、先着10人、一人500円）を希望する方は、
11月25日㈬まで、ウィズに申し込んでください。

交流ひろば内、市男女共同参画推進センターウィズ
☎26‐5616 Ｅメールwith@city.sakata.lg.jp

お問い
合わせ

池田修三 木版画展
―センチメンタル・メルヘンの世界―

「ロンド」1982年

　木版画家・池田修三（1922年～2004年）は、
秋田県象潟町（現・にかほ市象潟）に生まれ、
美術教師を経て、1955（昭和30）年に上京、
木版画に専念します。1960年代に入るとモノ
クロ版画から多色刷りに移行し、子どもたち
の情緒あふれる姿を題材とした作品を制作
しました。また1990年代からは故郷、象潟の
風景を中心に制作し、酒田でもなじみ深い鳥
海山などの風景を木版画に留めます。
　本展覧会では、版画をはじめ、版木やスケ
ッチなどの貴重な資料を一堂に紹介します。

休館日／12月の毎週月曜日
時　間／午前9時～午後5時（入館は4時30分まで）
観覧料／一般830円、高校・大学生420円、中学生以下無料

酒田市美術館 特別展

11月15日㈰～12月23日㈷

●記念講演 
日時／11月15日㈰午後2時～ ▼ 定員／先着50人 ▼ 講師／にかほ市象潟郷土
資料館館長 齋藤一樹氏 ▼費用／無料（観覧料別途） ▼申し込み／当日午前
9時～受付で整理券を発行

●「池田修三展」3館同時開催記念スタンプラリー
酒田市美術館、にかほ市象潟郷土資料館、庄内能楽館（浜松町）の3館で「池田修三展」
を同時開催。3館を11月15日㈰～12月23日㈷に巡り、スタンプを3つ集めた方に、最後に来
館した館でオリジナルステッカーをプレゼントします（各館先着順で無くなり次第終了）。

【にかほ市象潟郷土資料館】平成28年5月22日㈰まで（月曜日休館）
【庄内能楽館】11月15日㈰～12月13日㈰
　　　　　　（11月15日、12月13日を除く日曜・月曜日、11月26日㈭、27日㈮は休館）
●学芸員によるギャラリートーク
日時／12月6日㈰、13日㈰午後2時～ ▼費用／無料（観覧料別途）

関連
企画

各館の池田修三作品展示期間
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